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「
黄
金
律
」
の
歴
史
的
起
源
と
論
理
構
造

　
　
　
－
「
自
然
法
」
研
究
ノ
ー
ト
ー

は
じ
め
に

　
「
己
れ
の
欲
せ
ざ
る
と
こ
ろ
を
人
に
施
す
こ
と
な
か
れ
」
と
い

う
戒
め
は
、
孔
子
の
言
葉
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
我
々
日

本
人
の
日
常
倫
理
に
も
深
く
浸
透
し
て
い
る
。
面
白
い
こ
と
に
、

類
似
の
綻
は
『
聖
書
』
に
も
見
ら
れ
、
儒
教
と
は
本
来
無
縁
の
キ

リ
ス
ト
教
世
界
に
お
い
て
も
、
対
人
倫
理
の
核
心
を
表
す
「
黄
金

律
（
O
O
δ
彗
カ
三
①
）
」
と
し
て
大
い
に
尊
ぱ
れ
て
き
た
。
黄
金

律
に
つ
い
て
宗
教
史
的
観
点
か
ら
詳
細
な
研
究
を
し
た
フ
リ
ヅ
ビ

デ
ィ
ス
（
－
」
．
勺
巨
＝
君
巨
ω
）
に
よ
れ
ぱ
、
同
様
の
垂
言
は
古

代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
、
さ
ら
に
は
イ
ン
ド
の
文
献
に
も
見
い
出

さ
れ
、
ユ
ダ
ヤ
教
や
イ
ス
ラ
ム
教
の
世
界
で
も
広
く
流
布
し
て
い

　
　
（
1
）

る
と
い
う
。
古
来
、
こ
の
格
率
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
倫

高
　
　
橋

文
　
　
彦

理
・
宗
教
の
基
本
原
理
と
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
き
た
の
で

あ
る
。

　
西
洋
法
恩
想
史
の
領
域
に
お
い
て
も
、
黄
金
律
に
対
す
る
評
価

は
伝
統
的
に
非
常
に
高
く
、
例
え
ぱ
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
・
ト
マ

ス
H
ア
ク
ィ
ナ
ス
一
ホ
ソ
ブ
ズ
・
ト
マ
ジ
ウ
ス
な
ど
は
こ
れ
に
自

然
法
と
し
て
の
（
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
準
じ
た
）
地
位
を
与

（
2
）

え
た
。
と
こ
ろ
が
、
現
代
法
愚
想
に
目
を
転
じ
る
と
、
事
態
は
一

変
す
る
。
こ
の
古
典
的
な
道
徳
原
理
は
ほ
と
ん
ど
の
法
理
論
家
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

よ
っ
て
不
当
な
ま
で
に
無
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
、

ケ
ル
ゼ
ン
は
黄
金
律
を
正
義
に
関
す
る
「
無
内
容
な
定
式
」
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

つ
と
し
て
厳
し
く
批
判
し
た
が
、
カ
ン
ト
の
批
判
と
同
様
に
、
彼

の
議
論
も
こ
の
原
理
の
表
面
的
な
理
解
に
基
づ
い
て
お
り
、
生
産

的
な
解
釈
の
可
能
性
を
十
分
に
考
慮
し
て
い
な
い
。
深
層
の
論
理
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は
さ
ら
に
綴
密
な
分
析
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
本
稿
の
目
的
は
、
こ
の
忘
れ
去
ら
れ
た
「
自
然
法
」
原
理
を
今

日
的
な
視
点
か
ら
再
検
討
し
、
改
め
て
そ
の
射
程
と
限
界
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
本
稿
の
前
半
で
は
、
ま
ず
儒
教
・
キ
リ

ス
ト
教
・
ユ
ダ
ヤ
教
の
基
本
文
献
を
概
観
し
て
、
黄
金
律
の
歴
史

的
原
点
を
顧
み
る
と
と
も
に
（
第
二
節
）
、
い
わ
ゆ
る
「
否
定
形
」

と
「
肯
定
形
」
の
関
係
を
思
想
史
的
お
よ
び
論
理
的
な
視
角
か
ら

解
明
す
る
（
第
三
節
）
。
本
稿
の
後
半
で
は
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者

ラ
イ
ナ
i
（
甲
肉
9
冨
『
）
の
分
類
に
従
っ
て
、
「
自
律
ル
ー
ル
」

（
第
四
節
）
お
よ
び
「
感
情
移
入
ル
ー
ル
・
相
互
性
ル
ー
ル
」
（
第

五
節
）
と
し
て
の
黄
金
律
の
論
理
に
つ
い
て
、
批
判
的
な
見
地
か

ら
考
察
す
る
。
そ
の
際
、
応
報
原
理
・
平
等
原
理
等
と
比
較
し
つ

つ
、
黄
金
律
が
孕
む
と
さ
れ
る
問
題
点
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
う

て
、
妥
当
な
再
構
成
の
可
能
性
を
も
模
索
し
て
み
た
い
。

　
（
1
）
　
Ω
、
－
」
．
雲
…
暑
；
ω
一
皇
砧
，
9
ミ
§
雨
ぎ
鷺
－
，
ミ
雪
§
嚢
－

　
　
8
ミ
き
§
§
§
膏
葛
§
ミ
（
－
9
寝
釘
一
＞
旦
o
罧
ら
①
貝
－
o
8
）
ー
も

　
　
づ
と
も
、
「
黄
金
律
」
と
い
う
名
称
の
由
来
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で

　
　
な
い
。
フ
ィ
リ
ッ
ピ
デ
ィ
ス
が
確
認
し
た
限
り
で
は
、
こ
の
語
を
今

　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
日
的
な
意
味
で
最
初
に
用
い
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
家
ギ
ボ
ン

　
　
（
向
■
o
旨
σ
昌
）
（
一
七
三
七
－
一
七
九
四
）
だ
っ
た
と
い
う
が
、
フ

　
　
ル
シ
ュ
カ
は
、
カ
ー
マ
イ
ケ
ル
（
ρ
O
彗
邑
o
ぎ
9
）
（
一
六
七
二

　
－
一
七
二
九
）
に
よ
る
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
注
釈
（
一
七
二
四

　
年
）
の
中
に
「
黄
金
の
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
規
則
（
彗
「
雷
g
冨
｝
9

　
一
一
S
寄
的
巨
與
）
」
と
い
う
表
現
を
発
見
し
て
い
る
。
Ω
、
－
｝
；
ω
9
－

　
ζ
一
．
．
一
）
討
宍
昌
ぎ
『
昂
昌
く
昌
o
〇
一
』
雪
雪
カ
品
王
≡
旦
、
ユ
亨

　
N
号
旦
鶉
＜
o
轟
＝
o
q
o
昌
9
目
雲
E
目
o
q
三
宗
H
旨
ユ
m
募
g
彗
－
】
笑
畠
－

　
色
昌
　
O
鶉
　
；
＼
冨
1
』
等
｝
冒
自
ま
ユ
ω
　
巴
蜆
　
O
q
窃
〇
三
〇
葦
＝
O
巨
①

　
ミ
…
需
一
く
昌
穴
彗
房
ぎ
后
o
q
o
『
一
竃
ぎ
目
－
昌
肩
轟
ご
く
、
．
一
さ
、
段
§

　
N
9
ミ
S
囚
－
Φ
ブ
H
O
q
O
日
O
q
牡
N
＝
①
h
↓
N
O
（
お
O
O
↓
）
一
P
O
§
一
9
1
昌
ー
し

　
か
し
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
に
よ
れ
ぱ
、
既
に
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
（
く
．

　
－
．
く
昌
ω
8
ぎ
ま
o
『
3
（
一
六
二
六
i
ニ
ハ
九
二
）
が
そ
の
著
書

　
（
一
六
五
六
年
）
に
お
い
て
「
主
キ
リ
ス
ト
の
黄
金
律
に
従
っ
て

　
（
目
彗
ゴ
α
害
的
昌
巨
o
目
①
ヨ
8
堕
」
－
α
窃
雪
彗
；
O
す
ユ
ω
巨
）
」
と
い
う

　
表
現
を
用
い
て
い
る
。
Ω
、
＝
㌔
．
ω
｝
畠
巳
員
旨
隻
“
ざ
s
甘
■

　
§
『
竃
募
一
〇
§
§
嚢
ミ
巨
｛
§
N
ミ
○
s
o
ミ
〔
ミ
耐
き
餉
ざ
ぎ
、
餉
§
－

§
§
き
ミ
§
o
ミ
臭
冨
｛
o
ミ
§
雨
軋
ミ
ミ
ぎ
ミ
ξ
§
ミ
N
（
睾
彗
斥
－

　
～
ユ
p
ζ
．
一
≦
；
o
ユ
o
穴
一
富
一
實
ヨ
｝
＝
戸
；
雪
）
一
〇
－
塞
ω
ニ
コ
』
o
o
．

（
2
）
　
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
関
係
上
、
中
世
・
近
世
に
お
け
る
黄
金
律

　
の
歴
史
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

g
＝
．
丙
9
冒
■
．
．
目
Φ
、
o
o
δ
彗
①
カ
品
9
．
．
一
冒
Φ
零
ま
鼻
…
胴

　
9
罵
『
ω
葦
＝
｝
彗
o
；
『
一
黒
o
『
昌
9
α
雪
ζ
昌
ω
g
冨
篶
．
．
二
三
§
宇

吻
s
ミ
｝
さ
『
皇
き
眈
g
ミ
竃
ぎ
き
『
竃
ぎ
轟
ω
（
冨
亀
）
ら
p
ぎ
R

（
3
）
　
た
だ
し
、
例
外
と
し
て
、
9
0
、
晋
彗
監
一
一
．
．
冒
o
O
o
巨
昌
①

　
刃
昌
色
　
巴
閉
刃
8
ミ
名
ユ
昌
一
〇
．
．
一
一
ヨ
　
ー
　
雰
彗
雪
＼
声
　
ヨ
o
≡
①

　
（
o
象
）
一
き
募
§
§
さ
『
ま
汀
§
s
§
も
と
§
§
§
9
ぎ
募
－

§
的
（
↓
目
巨
晶
雪
こ
．
O
．
吋
．
…
O
耳
し
㊤
彗
）
一
署
’
亀
－
R
ま
た
参
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照
、
金
乗
圭
「
黄
金
律
論
」
、
『
中
京
法
学
』
ニ
ニ
巻
一
号
（
一
九
八

　
八
年
）
、
三
三
頁
以
下
、
同
『
法
哲
學
判
根
本
問
題
』
（
法
文
社
・
一

　
九
八
八
年
）
一
四
八
頁
以
下
。

（
4
）
§
声
豪
一
器
P
書
助
芝
9
ミ
o
§
容
ミ
～
（
ミ
一
昌
一

　
～
昌
N
U
昌
巨
o
訂
一
；
㊤
鼻
帖
；
ま
）
一
暑
■
墨
p
［
宮
崎
繁
樹
訳
「
正

　
義
と
は
何
か
」
、
ケ
ル
ゼ
ン
選
集
3
『
正
義
と
は
何
か
』
（
木
鐸
社
・

　
一
九
七
五
年
）
三
五
頁
以
下
。
］

二
　
儒
教
・
キ
リ
ス
ト
教
・

ユ
ダ
ヤ
教

　
黄
金
律
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
き
、
ま
ず
我
々
の
念
頭
に
浮
・
か

ぶ
の
は
、
『
論
語
』
と
『
聖
書
』
で
あ
ろ
う
。
孔
子
（
前
五
五
一

－
前
四
七
九
）
の
言
行
録
で
あ
る
『
論
語
』
の
編
纂
に
つ
い
て
は

不
明
な
点
が
多
い
が
、
孔
子
の
没
後
、
門
人
た
ち
の
間
で
徐
々
に

記
録
が
蓄
え
ら
れ
整
理
さ
れ
、
集
大
成
さ
れ
た
の
は
漢
の
初
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

（
前
二
世
紀
）
頃
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。
黄
金
律
は
こ

の
中
に
数
回
登
場
す
る
が
、
最
も
有
名
な
箇
所
は
衛
霊
公
第
十
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
よ

で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
「
恕
（
n
思
い
や
り
）
」
の
説
明
と
し
て

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
子
貢
問
う
て
日
わ
く
、
；
己
に
し
て
以
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
た
註

て
終
身
こ
れ
を
行
な
う
べ
き
も
の
あ
り
や
。
子
の
日
わ
く
、
其
れ

恕
か
。
己
れ
の
欲
せ
ざ
る
所
は
人
に
施
す
こ
と
勿
れ
。
」
こ
の
文

中
の
「
；
一
口
に
し
て
以
っ
て
終
身
こ
れ
を
行
な
う
べ
き
も
の
」
と

い
う
総
括
的
な
表
現
は
、
後
述
の
『
新
約
聖
書
』
の
「
山
上
の
説

教
」
（
マ
タ
イ
七
・
二
一
）
あ
る
い
は
『
タ
ル
ム
ー
ド
』
の
ヒ
レ

ル
の
逸
話
（
シ
ャ
バ
ッ
ト
三
一
a
）
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

　
顔
淵
第
十
二
で
は
、
黄
金
律
は
「
仁
」
の
説
明
の
中
に
現
れ
る
。

「
仲
弓
、
仁
を
問
う
。
子
の
日
わ
く
、
門
を
出
で
て
は
大
賓
を
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か

る
が
如
く
し
、
民
を
使
う
に
は
大
祭
に
承
え
ま
つ
る
が
如
く
す
。

己
れ
の
欲
せ
ざ
る
所
は
人
に
施
す
こ
と
勿
れ
。
邦
に
在
り
て
も
怨

み
無
く
、
家
に
在
り
て
も
怨
み
無
し
。
［
…
－
］
」
前
掲
箇
所
と
同

様
に
、
こ
れ
も
孔
子
の
言
葉
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
荻
生

狙
挾
の
『
論
語
徴
』
（
一
七
四
〇
年
）
は
、
こ
れ
に
続
く
「
伸
弓

が
日
わ
く
、
擁
、
不
敏
な
り
と
雄
ど
も
、
請
う
、
斯
の
語
を
事
と

せ
ん
」
の
「
語
」
の
字
に
注
目
し
、
こ
の
黄
金
律
は
「
古
語
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

す
な
わ
ち
孔
子
以
前
か
ら
あ
る
古
い
諺
だ
と
い
う
。
フ
ィ
リ
ッ
ピ

デ
ィ
ス
も
、
「
黄
金
律
は
孔
子
よ
り
も
は
る
か
に
古
い
も
の
で
あ

り
、
例
え
ぱ
ユ
ダ
ヤ
教
に
お
け
る
ヒ
レ
ル
と
同
様
に
、
孔
子
は
た

だ
黄
金
律
に
そ
れ
相
応
の
中
心
的
な
倫
理
的
役
割
を
初
め
て
与
え

　
　
　
　
（
ヨ
）

た
に
す
ぎ
な
い
」
と
主
張
し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
『
論
語
』
で
は
公
冶
長
第
五
に
お
け
る
子
貢
の

　
　
　
　
　
　
　
ー
』

言
葉
「
我
れ
人
の
諸
れ
を
我
れ
に
加
え
ん
こ
と
を
欲
せ
ざ
る
は
、

吾
れ
亦
た
諸
れ
を
人
に
加
う
る
こ
と
無
か
ら
ん
と
欲
す
」
も
否
定
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形
の
黄
金
律
を
思
わ
せ
る
が
、
厳
密
に
言
え
ば
、
こ
れ
は
子
貢
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

意
欲
の
表
明
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
孔
子
の
孫
の
子
思

（
前
四
八
三
－
前
四
〇
二
）
が
著
し
た
と
さ
れ
る
『
中
庸
』
の
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

十
三
章
に
は
、
「
忠
恕
は
道
を
違
る
こ
と
遠
か
ら
ず
。
諸
れ
を
己

れ
に
施
し
て
願
わ
ざ
れ
ば
、
亦
た
人
に
施
す
こ
と
勿
れ
」
と
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

否
定
形
の
黄
金
律
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
や
は
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
つ

四
書
の
一
つ
で
あ
る
『
大
学
』
で
は
、
伝
第
十
章
に
お
い
て
「
禦

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ゐ
　
　
に
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
も

矩
の
道
」
が
説
か
れ
る
際
に
、
「
上
に
悪
む
所
は
、
以
っ
て
下
を

　
　
　
　
な
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か

使
う
こ
と
母
れ
。
下
に
悪
む
所
は
、
以
っ
て
上
に
事
う
る
こ
と
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

れ
。
［
…
…
］
」
と
い
う
形
で
黄
金
律
が
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
、
目
を
西
洋
に
転
じ
る
と
、
『
新
約
聖
書
』
（
二
世
紀

頃
）
で
は
黄
金
律
が
二
箇
所
に
現
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
肯
定
形

で
あ
る
。
ま
ず
、
「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
に
お
い
て
は
、
有

名
な
「
山
上
の
説
教
」
（
マ
タ
イ
五
－
七
）
の
結
び
に
黄
金
律
が

組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
イ
エ
ス
は
言
う
。
「
だ
か
ら
、
人
に
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
う
こ
と
は
何
で
も
、
あ
な
た
が
た
も
人
に
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
）

さ
い
。
こ
れ
こ
そ
律
法
と
預
言
者
で
あ
る
」
（
マ
タ
イ
七
・
二
一
）
。

明
ら
か
に
、
こ
の
節
は
そ
れ
ま
で
の
説
教
を
総
括
す
る
機
能
を
果

た
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
マ
タ
イ
ニ
ニ
・
四
〇
に
似
て
い
る
。
イ

エ
ス
は
そ
こ
で
も
「
心
を
尽
く
し
、
精
神
を
尽
く
し
、
思
い
を
尽

く
し
て
、
あ
な
た
の
神
で
あ
る
主
を
愛
し
な
さ
い
」
「
隣
人
を
自

分
の
よ
う
に
愛
し
な
さ
い
」
と
い
う
二
つ
の
捷
を
述
べ
た
後
、

「
律
法
全
体
と
預
言
者
は
、
こ
の
二
つ
の
捷
に
基
づ
い
て
い
る
」

と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
「
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
」
で
は
事
情
が
異
な

る
。
確
か
に
、
「
人
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
こ
と
を
、
人
に

も
し
な
さ
い
」
（
ル
カ
六
・
二
二
）
は
肯
定
形
の
黄
金
律
を
述
べ

て
お
り
、
孤
立
的
に
眺
め
れ
ば
、
マ
タ
イ
七
・
二
一
に
大
変
似
て

い
る
。
し
か
し
、
ま
ず
第
一
に
、
ル
カ
で
は
「
こ
れ
こ
そ
律
法
と

預
言
者
で
あ
る
」
と
い
う
総
括
的
な
補
足
文
が
欠
け
て
い
る
。
第

二
に
、
両
者
の
文
脈
を
比
較
す
る
と
、
マ
タ
イ
の
黄
金
律
が
「
山

上
の
説
教
」
の
結
ぴ
の
部
分
に
位
置
す
る
の
に
対
し
て
、
ル
カ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
レ
ネ
ー
ゼ

は
愛
敵
の
教
え
を
説
く
訓
戒
（
ル
カ
七
・
二
七
－
三
六
）
の
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

中
に
、
し
か
も
様
々
な
戒
め
の
一
つ
と
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
相
違
は
福
音
書
記
者
の
神
学
の
相
違
に
起
因
す
る
も
の

で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
新
約
聖
書
学
者
シ
ュ
ト
レ
ッ
カ
ー
（
ρ
ω
言
呉
－

ぎ
『
）
に
よ
れ
ば
、
「
マ
タ
イ
は
、
黄
金
律
を
そ
の
元
来
の
資
料

［
”
い
わ
ゆ
る
「
Q
資
料
」
］
の
文
脈
か
ら
切
り
離
し
、
山
上
の
説

教
の
主
要
部
の
結
び
と
す
る
こ
と
に
よ
づ
て
、
黄
金
律
を
特
に
深

　
　
　
（
9
）

く
解
釈
1
し
た
」
と
考
え
ら
れ
る
。
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で
は
、
歴
史
上
の
イ
エ
ス
は
実
際
に
果
し
て
、
ま
た
ど
の
よ
う

な
文
脈
で
黄
金
律
を
説
い
た
の
か
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
問
い
に

明
快
に
答
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
最
大
の
新
約
聖

書
学
者
の
一
人
で
あ
る
ブ
ル
ト
マ
ン
（
甲
害
言
目
彗
目
）
は
、

「
実
際
に
は
、
多
数
の
ロ
ギ
オ
ン
T
イ
エ
ス
の
語
録
］
は
民
衆

の
知
恵
に
由
来
し
、
教
会
に
よ
う
て
初
め
て
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
承

に
と
り
入
れ
ら
れ
、
イ
エ
ス
の
言
葉
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ

（
m
）

ろ
う
」
と
の
立
場
を
採
り
、
黄
金
律
も
そ
の
一
つ
に
数
え
て
い
る
。

フ
ィ
リ
ヅ
ピ
デ
ィ
ス
も
ま
た
、
イ
エ
ス
の
教
え
が
黄
金
律
と
い
う

形
に
結
晶
し
た
と
は
考
え
な
い
。
彼
の
見
解
に
よ
れ
ぱ
、
「
マ
タ

イ
七
・
＝
一
も
イ
エ
ス
の
倫
理
を
総
括
す
る
捷
で
は
な
い
。
そ
れ

は
、
律
法
と
預
言
者
の
も
つ
す
べ
て
の
道
徳
的
内
容
が
込
め
ら
れ

た
幅
広
い
形
式
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
で
す
べ
て
の
道
徳
的
行
為
が

行
わ
れ
る
。
黄
金
律
は
ユ
ダ
ヤ
人
に
は
昔
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

律
法
の
一
種
の
総
括
で
も
あ
っ
た
。
」

　
と
こ
ろ
で
、
意
外
な
こ
と
に
、
キ
リ
ス
ト
教
と
ユ
ダ
ヤ
教
の
共

通
の
聖
典
で
あ
る
『
旧
約
聖
書
』
（
正
典
）
を
播
い
て
み
て
も
、

黄
金
律
に
類
す
る
表
現
は
発
見
で
き
な
い
。
新
約
に
先
立
つ
文
書

と
し
て
注
目
す
ぺ
き
な
の
は
、
む
し
ろ
「
旧
約
外
典
（
第
二
正

典
）
」
の
一
つ
で
あ
る
「
ト
ビ
ト
記
」
で
あ
る
。
ト
ビ
ト
は
息
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
や

の
ト
ビ
ア
に
言
う
。
「
自
分
が
嫌
な
こ
と
は
、
ほ
か
の
だ
れ
に
も

し
て
は
な
ら
な
い
。
ぶ
ど
う
酒
を
酔
う
ま
で
飲
ん
で
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
酔
う
こ
と
が
習
憤
と
な
づ
て
は
な
ら
な
い
」
（
ト
ビ
ト

四
・
一
五
）
。
こ
こ
で
は
は
っ
き
り
と
否
定
形
の
黄
金
律
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
が
、
マ
タ
イ
に
お
け
る
よ
う
な
総
括
的
な
機
能
は
な

い
。
「
ト
ピ
ア
に
お
け
る
黄
金
律
は
、
例
え
ば
後
期
の
ユ
ダ
ヤ
教

に
お
い
て
見
ら
れ
る
よ
う
な
特
別
な
ア
ク
セ
ン
ト
を
、
全
く
も
っ

て
い
な
い
。
［
…
…
］
全
体
的
に
見
れ
ば
、
黄
金
律
は
こ
こ
で
は

全
く
控
え
目
に
現
れ
て
お
り
、
道
徳
的
な
実
直
さ
に
関
わ
る
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
u
）

の
ル
ー
ル
に
と
ど
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
」

　
こ
れ
に
対
し
て
、
最
も
重
要
な
ラ
ビ
文
献
の
一
つ
で
あ
る
『
タ

ル
ム
ー
ド
』
（
六
世
紀
完
成
）
に
お
い
て
は
、
『
論
語
」
の
衛
霊
公

篇
あ
る
い
は
マ
タ
イ
七
・
一
二
と
同
様
に
、
黄
金
律
が
要
約
的
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
「
ま
た
一
人
の
異
邦
人
が
シ
ャ
ン
マ
イ

の
も
と
に
来
て
言
っ
た
、
『
私
が
片
足
で
立
っ
て
い
る
間
に
、
律

法
を
す
べ
て
教
え
て
下
さ
る
な
ら
ぱ
、
［
ユ
ダ
ヤ
教
に
］
改
宗
し

ま
し
ょ
う
』
。
す
る
と
、
シ
ャ
ン
マ
イ
は
ち
ょ
う
ど
手
に
持
っ
て

い
た
物
差
し
で
彼
を
追
い
払
っ
た
。
そ
の
異
邦
人
が
ヒ
レ
ル
の
も

と
に
行
く
と
、
ヒ
レ
ル
は
彼
を
改
宗
さ
せ
て
言
っ
た
。
『
自
分
が

嫌
な
こ
と
を
、
隣
人
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
律
法
の
す
べ
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て
で
あ
り
、
他
の
も
の
は
そ
の
解
釈
で
あ
る
。
さ
あ
、
行
っ
て

　
（
1
3
）

学
べ
』
」
（
シ
ャ
バ
ツ
ト
三
一
a
）
。
こ
こ
で
は
否
定
形
の
黄
金
律

が
ラ
ビ
H
ヒ
レ
ル
（
前
一
世
紀
）
の
言
葉
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い

る
が
、
フ
ィ
リ
ヅ
、
ピ
デ
ィ
ス
は
こ
れ
も
古
来
の
諺
の
転
用
だ
と
見

る
。
「
黄
金
律
も
含
め
て
律
法
が
も
つ
純
然
た
る
権
威
は
、
た
だ

全
能
の
神
が
定
め
た
と
い
う
こ
と
に
の
み
基
づ
く
。
唯
一
の
根
本

的
理
由
は
こ
こ
で
は
常
に
神
の
意
志
で
あ
る
が
、
こ
の
極
め
て
本

質
的
な
思
想
が
、
ヒ
レ
ル
が
こ
こ
で
示
そ
う
と
し
た
ユ
ダ
ヤ
倫
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

の
核
心
に
は
全
く
含
ま
れ
て
い
な
い
。
」

　
こ
れ
ま
で
我
々
は
、
黄
金
律
を
含
む
儒
教
・
キ
リ
ス
ト
教
・
ユ

ダ
ヤ
教
の
基
本
文
献
を
、
不
十
分
な
が
ら
も
概
観
し
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
形
式
的
に
見
る
と
、
孔
子
・
イ
エ
ス
・
ヒ
レ
ル
の
言
葉

と
し
て
伝
え
ら
れ
る
黄
金
律
に
は
、
し
ぱ
し
ば
彼
ら
の
倫
理
・
宗

教
思
想
全
体
を
総
括
・
要
約
す
る
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
、
黄
金
律
は
一
人
の

思
想
家
・
宗
教
家
に
よ
う
て
創
作
さ
れ
た
原
理
で
は
な
く
、
む
し

ろ
民
間
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
伝
統
的
な
格
言
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

た
。
こ
の
推
測
は
お
そ
ら
く
妥
当
で
あ
う
て
、
文
献
学
者
デ
ィ
ー

レ
（
＞
一
〇
…
①
）
の
詳
細
な
研
究
も
こ
の
仮
説
を
支
持
し
て
い
る
。

彼
の
見
解
に
よ
れ
ぱ
、
啓
示
宗
教
は
「
行
為
の
目
標
を
、
人
間
共

同
生
活
の
経
験
可
能
な
領
域
の
外
部
に
設
定
」
し
、
哲
学
的
倫
理

学
は
「
そ
の
起
源
が
、
社
会
的
所
与
で
は
な
く
、
純
粋
な
英
知
的

存
在
へ
の
思
弁
的
な
接
近
に
求
め
ら
れ
る
」
の
に
対
し
て
、
黄
金

律
は
典
型
的
な
「
通
俗
倫
理
（
＜
巨
O
q
等
①
；
寿
）
」
の
原
理
で
あ

っ
て
、
「
或
る
特
定
の
社
会
秩
序
［
…
…
］
に
属
す
る
人
間
が
そ

の
行
為
規
則
と
し
て
認
め
て
い
る
も
の
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
」
と

　
　
　
　
（
1
5
）

考
え
ら
れ
る
。

　
（
1
）
　
参
照
、
金
谷
治
訳
注
『
論
語
』
（
岩
波
文
庫
・
一
九
六
三
年
）

　
　
の
「
は
し
が
き
」
、
五
頁
。
な
お
、
以
下
の
読
み
下
し
は
、
原
則
と

　
　
し
て
本
書
に
拠
る
。

　
（
2
）
　
参
照
、
吉
川
幸
次
郎
『
論
語
（
中
）
』
（
朝
日
文
庫
・
一
九
七
八

　
　
年
）
、
七
九
頁
。
　
．

　
（
3
）
雲
≡
暑
；
血
も
膏
、
O
o
§
§
ぎ
竪
ご
」
ω
1

　
（
4
）
参
照
、
吉
川
・
前
掲
書
（
上
）
、
一
四
一
頁
。

　
（
5
）
　
参
照
、
島
田
虞
次
『
大
学
・
中
庸
（
下
）
』
（
朝
日
文
庫
・
一
九

　
　
七
八
年
）
、
七
一
頁
以
下
。

　
（
6
）
　
参
照
、
島
田
・
前
掲
書
（
上
）
、
一
四
〇
頁
以
下
。

　
（
7
）
本
稿
に
お
け
る
『
聖
書
』
か
ら
の
引
用
は
、
す
ぺ
て
『
聖
書

　
　
新
共
同
訳
」
（
日
本
聖
書
協
会
・
一
九
八
七
年
）
に
拠
る
。

　
（
8
）
9
「
…
旨
旦
婁
一
§
9
卜
P
§
＞
』
…
9
§
“
9
ミ
§
雨

　
完
亮
g
h
向
ぎ
雨
㌧
“
ミ
ぎ
蔓
s
的
ぎ
§
軸
o
s
o
ミ
o
ミ
雨
、
ミ
o
ミ
§
耐
曽

　
ミ
s
』
ミ
ぎ
｝
ユ
眈
§
S
§
§
竃
ミ
“
｝
宗
（
0
9
巨
目
o
q
彗
一
＜
芭
目
α
彗
－

　
　
す
o
8
斥
俸
雪
』
買
8
巨
一
ε
s
）
一
〇
．
＝
ω
．
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（
9
）
O
．
ω
幕
鼻
員
皇
雨
き
§
ミ
包
喧
；
ぎ
§
轟
§
竃
ぎ
『
き
§
－

§
§
§
「
（
0
0
≡
；
目
O
q
彗
一
＜
彗
α
彗
ぎ
8
斥
俸
カ
自
召
0
9
戸
一
冨
O
o
中

2
竃
蜆
）
ら
．
豪
9
［
佐
々
木
勝
彦
・
庄
司
眞
訳
『
「
山
上
の
説
教
」
註

解
』
（
目
ル
ダ
ン
社
・
一
九
八
八
年
）
、
二
九
六
頁
。
］

（
1
0
）
　
甲
｝
邑
↓
；
彗
P
O
S
9
ざ
ミ
軸
§
「
毫
§
ミ
サ
§
§
ぎ
§
－

ま
o
曽
　
（
o
α
巨
ヲ
o
q
①
目
一
く
o
＝
α
①
昌
ブ
o
①
o
プ
　
陣
　
刃
‘
o
『
o
o
了
戸
　
；
0
N
F

　
阯
お
お
）
も
、
；
①
、
［
加
山
宏
路
訳
「
共
観
福
音
書
伝
承
史
1
」
『
プ
ル

　
ト
マ
ン
著
作
集
1
』
（
新
教
出
版
社
・
一
九
八
三
年
）
、
一
七
四
頁
。
］

（
1
1
）
　
Ω
、
勺
三
＝
o
旦
巳
μ
§
－
o
ミ
o
．
お
．

（
1
2
）
　
Ω
、
き
｝
卜
P
讐
1

（
1
3
）
　
b
ミ
§
』
§
ミ
包
［
豊
ω
o
q
o
老
彗
一
戸
o
σ
實
器
S
一
E
自
o
竃
＝
腎
一

　
く
昌
甲
ζ
黛
雲
］
（
ζ
旨
o
訂
『
o
o
δ
ヨ
彗
目
二
ε
黄
蜆
－
畠
o
）
一

　
君
．
N
曽
－
N
鼻
な
お
、
本
書
は
『
バ
ピ
回
ニ
ア
・
タ
ル
ム
ー
ド
』
の

　
ド
イ
ツ
語
抄
訳
で
あ
る
。

（
1
4
）
　
9
勺
三
＝
o
旦
巳
9
§
．
o
罫
o
P
塞
－
讐
1

（
1
5
）
　
q
－
）
－
巨
9
o
〉
9
ジ
P
o
．

三
　
否
定
形
と
肯
定
形

　
マ
タ
イ
七
・
二
一
お
よ
び
ル
カ
六
・
三
一
の
黄
金
律
は
、
前
述

の
よ
う
に
、
肯
定
形
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
も
っ

ぱ
ら
否
定
形
に
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
我
々
、
儒
教
世
界
の
住
人
に

と
っ
て
大
変
興
味
深
い
。
い
や
、
そ
れ
ば
か
り
か
、
真
撃
な
キ
リ

ス
ト
者
に
よ
る
隣
人
愛
の
実
践
を
身
近
に
目
撃
し
た
者
は
、
こ
と

に
よ
る
と
、
肯
定
形
の
黄
金
律
は
静
観
的
な
否
定
形
の
与
り
知
ら

な
い
強
靱
な
信
仰
か
ら
の
み
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
自
問

す
る
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、
小
説
家
で
あ
る
と
同
時
に
独
創
的

な
評
論
家
で
も
あ
っ
た
伊
藤
整
は
、
否
定
形
と
肯
定
形
の
対
比
の

中
に
東
洋
と
西
洋
の
対
人
倫
理
の
決
定
的
な
差
を
見
い
出
し
た
。

「
［
…
…
］
キ
リ
ス
ト
教
が
他
者
を
認
識
し
て
そ
れ
に
働
き
か
け
る

こ
と
を
善
の
原
型
と
し
て
い
る
の
に
較
べ
て
、
仏
教
や
儒
教
で
は
、

他
者
に
つ
い
て
の
積
極
的
働
き
か
け
が
、
即
ち
他
者
に
つ
い
て
の

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
テ
ィ
ソ
ク
な
認
識
が
、
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い

［
：
…
・
］
。
キ
リ
ス
ト
教
の
黄
金
律
で
あ
る
『
己
れ
に
せ
ら
れ
ん
と

思
う
こ
と
を
人
に
も
為
せ
』
と
い
う
肯
定
形
が
、
儒
教
で
は
近
似

し
た
思
想
を
『
己
れ
の
欲
せ
ざ
る
と
こ
ろ
を
人
に
施
す
こ
と
な
か

れ
』
と
否
定
形
で
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
差
を
示
し
て
い

　
　
　
　
　
　
（
1
）

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」

　
伊
藤
は
こ
こ
で
洋
の
東
西
に
お
け
る
自
他
関
係
の
本
質
的
な
差

異
を
直
感
的
に
正
し
く
把
握
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
、
・
、
ク

ロ
な
歴
史
的
事
実
を
問
題
に
す
る
な
ら
ば
、
若
干
の
補
足
が
必
要

で
あ
ろ
う
。
肯
定
形
の
黄
金
律
が
イ
エ
ス
に
特
有
の
定
式
化
か
否

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
か
つ
て
欧
米
で
も
論
争
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
今
日
で
は
、
イ
エ
ス
以
前
の
文
献
に
も
肯
定
形
が
見
ら
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れ
る
こ
と
に
つ
い
て
疑
う
余
地
は
な
い
。
既
に
ブ
ル
ト
マ
ン
は

「
ラ
ビ
た
ち
に
認
め
ら
れ
る
否
定
形
の
定
式
化
と
は
異
な
っ
て
肯

定
形
の
定
式
化
は
イ
エ
ス
特
有
の
も
の
淀
と
す
る
こ
と
は
、
や
は

り
自
己
欺
嚇
で
あ
る
。
こ
の
定
式
化
は
単
な
る
偶
然
に
す
ぎ

　
（
ヨ
〕
な
い
」
と
明
確
に
論
じ
た
。
確
か
に
、
フ
ィ
リ
ッ
ビ
デ
ィ
ス
は

「
イ
エ
ス
が
黄
金
律
を
命
じ
る
際
に
、
肯
定
的
表
現
形
式
を
選
ん

だ
の
は
、
偶
然
で
は
な
い
。
否
定
形
は
イ
エ
ス
の
言
葉
と
し
て
は

　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

伝
わ
っ
て
来
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
は
い
る
が
、
肯
定
形
が
イ
エ

ス
以
前
に
も
存
在
し
た
と
い
う
事
実
は
、
彼
自
身
の
宗
教
史
研
究

が
は
っ
き
り
と
証
明
し
て
い
る
。

　
具
体
的
な
証
拠
文
献
を
挙
げ
よ
う
。
ま
ず
、
い
わ
ゆ
る
「
旧
約

偽
典
」
の
中
に
、
肯
定
形
の
黄
金
律
を
含
む
も
の
が
存
在
す
る
。

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
国
王
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
ニ
世
（
在
位
・
前
二
八

四
－
前
二
四
七
）
の
廷
臣
ア
リ
ス
テ
ア
ス
が
書
い
た
と
さ
れ
る
偽

書
「
ア
リ
ス
テ
ア
ス
の
手
紙
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
見
ら

れ
る
。
「
王
は
［
…
…
U
『
知
恵
の
教
え
と
は
何
か
」
と
問
わ
れ
た
。

次
の
者
は
こ
う
答
え
た
。
『
ち
ょ
う
ど
、
陛
下
が
、
こ
自
分
に
不
幸

が
ふ
り
か
か
る
こ
と
を
願
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
幸
福
に
あ
ず
か
る
こ

と
を
願
う
よ
う
に
、
そ
の
臣
下
と
犯
罪
者
と
に
対
し
て
も
同
じ
心

情
を
も
っ
て
行
為
し
、
人
間
の
善
美
を
お
だ
や
か
に
諭
す
こ
と
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
神
も
す
べ
て
の
人
間
を
寛
容
を
も
っ
て
導
か
れ

　
　
　
　
（
5
）

る
か
ら
で
す
」
」
（
ア
リ
ス
テ
ア
ス
ニ
〇
七
）
。
こ
こ
で
は
否
定
形

と
肯
定
形
が
一
つ
の
忠
告
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
デ
ィ
ー
レ
に

よ
れ
ば
、
こ
の
手
紙
は
「
ト
ビ
ト
記
」
と
同
様
に
前
一
三
〇
－
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

一
〇
〇
年
の
間
に
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
肯
定
形
の
黄
金
律
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
文
献
に
も
見
い
出
さ
れ

る
。
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
…
ラ
エ
ル
テ
ィ
オ
ス
（
前
三
世
紀
前
半
）
の

著
し
た
列
伝
に
よ
れ
ぱ
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（
前
三
八
四
－
前
三

二
二
）
は
、
友
人
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
振
舞
え
ば
よ
い
か
と
尋

ね
ら
れ
た
と
き
、
「
彼
ら
が
我
々
に
対
し
て
振
舞
っ
て
欲
し
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

願
う
よ
う
に
だ
」
と
答
え
た
と
い
う
。
確
か
に
、
こ
の
答
え
を
黄

金
律
の
主
張
と
し
て
捉
え
て
よ
い
か
否
か
に
つ
い
て
は
異
論
が
あ

り
う
る
が
、
イ
ソ
ク
ラ
テ
ス
（
前
四
三
六
－
前
三
三
八
）
が
否
定

形
だ
け
で
な
く
、
・
肯
定
形
の
黄
金
律
を
も
知
っ
て
い
た
と
い
う
事

実
は
、
疑
い
え
な
い
。
彼
の
講
話
に
は
、
例
え
ぱ
、
「
君
が
自
分

の
子
供
た
ち
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
行
為
を
、
君
の
両
親
に

対
し
て
自
分
自
身
で
し
な
さ
い
」
（
コ
ア
モ
ニ
コ
ス
に
」
一
四
）
あ

る
い
は
「
自
国
よ
り
も
強
い
国
家
に
そ
の
よ
う
に
扱
っ
て
も
ら
い

た
い
と
望
む
仕
方
で
、
自
国
よ
り
も
弱
い
国
家
を
扱
い
な
さ
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
固
）

（
「
ニ
コ
ク
レ
ス
に
」
二
四
）
と
い
っ
た
忠
告
が
含
ま
れ
て
い
る
。
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さ
ら
に
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
肯
定
的
な
定
式
化
は
『
論
語
』
の

中
に
も
存
在
す
る
。
擁
也
第
六
で
、
子
貢
が
仁
に
つ
い
て
尋
ね
た

の
に
対
し
て
、
孔
子
は
肯
定
形
の
黄
金
律
を
用
い
て
、
こ
れ
に
答

え
て
い
る
。
「
［
…
…
］
夫
れ
仁
者
は
己
れ
立
た
ん
と
欲
し
て
人
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
と

立
て
、
己
れ
達
せ
ん
と
欲
し
て
人
を
達
す
。
能
く
近
く
取
り
て
警

　
　
　
　
み
ち

う
。
仁
の
方
と
謂
う
べ
き
の
み
。
」
こ
こ
で
注
目
す
ぺ
き
な
の
は
、

「
能
く
近
く
取
り
て
警
う
」
で
あ
る
。
吉
川
幸
次
郎
に
よ
れ
ば
、

「
警
え
と
は
、
類
似
、
相
似
の
意
味
で
あ
っ
て
、
何
事
を
も
、
身

近
な
自
分
の
身
の
上
に
つ
い
て
事
が
ら
を
考
え
る
。
あ
る
こ
と
を

他
人
に
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
が
み
ず
か
ら
の
身
の
上

に
加
え
ら
れ
た
場
合
に
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
と
、
相
似
を
、
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
い
へ
い

い
自
分
の
身
の
上
に
つ
い
て
、
考
え
る
」
こ
と
で
あ
り
、
「
［
刑
目
丙

の
『
論
語
正
義
』
に
よ
れ
ぱ
、
］
そ
れ
は
つ
ま
り
、
『
己
れ
の
欲
せ

　
　
　
　
　
　
は
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

ざ
る
と
こ
ろ
を
恕
り
て
、
人
に
施
す
こ
と
な
し
』
で
あ
る
」
と
い

う
。
要
す
る
に
、
孔
子
は
否
定
形
の
み
な
ら
ず
肯
定
形
の
黄
金
律

に
童
言
及
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
以
上
の
史
料
か
ら
、
黄
金
律
を
最
初
に
肯
定
的
に
定
式
化
し
た

の
が
イ
エ
ス
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

伊
藤
が
問
題
に
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
細
部
の
事
実
で

は
な
く
、
マ
ク
ロ
な
思
考
の
理
念
型
で
あ
ろ
う
。
キ
リ
ス
ト
教
に

お
い
て
、
イ
エ
ス
は
受
肉
し
た
神
の
子
で
あ
り
、
救
い
主
で
あ
る
。

そ
の
イ
エ
ス
が
隣
人
愛
の
捷
に
新
た
な
生
命
を
吹
き
込
み
、
つ
い

に
は
愛
敵
の
教
え
を
説
い
た
。
伊
藤
は
福
音
書
の
黄
金
律
を
こ
の

文
脈
で
理
解
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
彼
は
言
う
。
「
絶
対
者
を
設

定
し
て
、
他
者
へ
の
愛
の
関
係
を
命
令
す
る
と
き
に
、
『
他
者
を

自
己
と
同
じ
く
愛
せ
』
と
い
う
強
制
が
生
れ
、
不
可
能
な
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

命
令
に
よ
っ
て
実
在
性
を
帯
び
て
く
る
。
」
つ
ま
り
、
伊
藤
の
主

張
の
核
心
は
、
神
の
命
令
と
し
て
の
肯
定
形
の
黄
金
律
は
そ
も
そ

も
不
可
能
な
愛
の
捷
で
あ
り
、
祈
り
と
幟
悔
に
よ
っ
て
か
ろ
う
じ

て
支
え
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
点
に
あ
る
。

　
歴
史
上
の
イ
エ
ス
が
熱
情
的
な
イ
デ
ア
リ
ス
ト
だ
と
す
れ
ぱ
、

孔
子
は
冷
徹
な
リ
ア
リ
ス
ト
で
あ
る
。
伊
藤
は
言
う
。
「
『
死
』
に

つ
い
て
語
る
こ
と
を
拒
否
し
、
『
現
世
』
の
秩
序
を
の
み
考
え
た

孔
子
の
立
場
で
は
、
自
己
と
他
者
と
の
関
係
を
、
『
仁
』
と
い
う

寛
容
塗
言
葉
で
規
定
し
、
自
分
の
望
ま
な
い
こ
と
を
他
人
に
押
し

つ
け
る
な
、
と
い
う
最
低
法
則
を
設
け
た
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た

　
（
1
1
）

と
思
う
。
」
フ
ィ
リ
ソ
ピ
デ
ィ
ス
も
同
じ
意
見
で
あ
る
。
「
孔
子
よ

り
年
上
の
同
時
代
人
で
神
秘
思
想
家
の
老
子
は
愛
敵
の
理
想
を
知

っ
て
お
り
、
こ
れ
を
説
い
た
の
に
対
し
て
、
事
実
上
、
孔
子
の
倫

理
は
こ
の
理
想
に
到
達
し
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
強
固
な
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リ
ア
リ
ズ
ム
の
せ
い
で
あ
る
。
孔
子
の
倫
理
は
人
問
の
弱
さ
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

す
な
わ
ち
そ
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
考
慮
に
入
れ
て
い
る
。
」
結
局
、

伊
藤
が
黄
金
律
の
肯
定
形
と
否
定
形
の
背
後
に
見
た
の
は
、
人
聞

関
係
に
関
わ
る
現
実
の
受
容
度
の
決
定
的
な
差
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
の
患
想
史
的
考
察
に
お
い
て
、
我
々
は

黄
金
律
の
肯
定
形
と
否
定
形
と
を
対
置
し
て
き
た
が
、
こ
の
区
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

は
、
黄
金
律
に
つ
い
て
論
理
的
な
観
点
か
ら
考
察
す
る
場
合
に
も
、

本
質
的
な
重
要
性
を
も
つ
の
だ
ろ
う
か
。
ア
メ
リ
カ
の
倫
理
学
者

シ
ン
ガ
ー
（
≦
ρ
ω
巨
o
q
g
）
は
、
両
者
の
問
に
修
辞
的
・
心
理

的
な
差
異
は
存
在
し
て
も
、
論
理
的
・
適
徳
的
な
差
異
は
存
在
し

　
　
　
　
　
（
蛆
）

な
い
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
倫
理
学
者
・
法
哲
学
者
で

あ
る
ヘ
ル
ス
タ
ー
（
Z
．
｝
O
彗
9
雪
）
も
、
「
肯
定
的
表
現
形
式
と

否
定
的
表
現
形
式
の
間
に
は
、
［
…
…
］
意
味
内
容
に
関
す
る
違

い
は
存
在
し
な
い
。
と
い
う
の
は
、
何
か
が
な
さ
れ
る
の
を
欲
す

る
こ
と
と
、
そ
の
反
対
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
を
欲
す
る
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

論
理
的
に
同
じ
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
彼
ら
の

見
解
は
、
記
号
化
す
る
と
分
か
り
や
す
い
。
例
え
ぱ
、
「
私

（
品
o
）
は
自
分
目
身
に
事
態
F
が
生
じ
る
こ
と
を
欲
す
る

（
峯
〇
三
旦
）
」
を
「
ミ
（
P
忌
）
」
で
表
し
、
「
私
は
人
x
に
F
が
生

じ
る
よ
う
に
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
（
0
E
①
目
；
）
」
を
「
O
（
①
㌧
x
）
」

で
表
す
な
ら
ば
、
肯
定
形
の
黄
金
律
は
、

　
（
P
）
　
　
峯
（
P
向
⑭
）
↓
O
（
P
｝
x
）

と
定
式
化
で
き
る
。
問
題
は
否
定
形
で
あ
る
。
「
己
れ
の
欲
せ
ざ

る
所
G
は
人
に
施
す
こ
と
な
か
れ
」
を
直
訳
し
て
、
否
定
詞
を

「
欲
す
る
」
お
よ
ぴ
「
べ
し
」
に
掛
け
る
と
、

　
（
M
）
　
」
峯
（
①
b
①
）
↓
」
o
（
9
9
）

と
な
る
が
、
前
件
は
「
自
分
に
事
態
G
が
生
じ
て
欲
し
い
」
と
い

　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

う
意
欲
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
、
後
件
は
「
x
に
G
を
引
き
起
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

す
べ
し
」
と
い
う
義
務
が
妥
当
し
な
い
こ
と
を
表
す
か
ら
、
（
M
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岨
）

は
否
定
形
の
黄
金
律
の
意
味
を
正
し
く
再
現
し
て
い
な
い
。
二
つ

の
否
定
詞
は
む
し
ろ
述
語
変
項
「
G
」
の
前
に
置
か
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。
す
な
わ
ち
、
否
定
形
は
、

　
（
N
）
　
　
ミ
（
P
」
O
①
）
↓
O
（
P
」
Ω
x
）

　
　
　
　
　
（
1
6
）

と
定
式
化
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
ヘ
ル
ス
タ
ー
の
主
張
す
る
よ
う

に
、
「
」
」
｝
」
は
「
F
」
と
同
じ
事
態
を
表
す
と
考
え
る
な
ら

ぱ
、
（
P
）
は
、

　
十
　
（
P
）
　
　
ミ
（
9
」
」
｝
①
）
↓
O
（
9
」
」
司
■
）

と
同
値
と
な
る
。
こ
の
と
き
、
「
」
句
」
を
「
G
」
で
置
き
換
え

れ
ぱ
、
（
N
）
が
導
か
れ
る
。
ま
た
逆
に
、
（
N
）
か
ら
（
P
）
を

導
く
こ
と
も
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
肯
定
形
と
否
定
形
は
相
互
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に
導
出
可
能
な
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
伊
藤
整
「
近
代
日
本
人
の
発
想
の
諸
形
式
」
、
『
近
代
日
本
人
の

　
　
発
想
の
諸
形
式
』
（
岩
波
文
庫
・
一
九
八
一
年
）
、
一
三
頁
。
ま
た
参

　
　
照
、
同
「
近
代
日
本
に
お
け
る
『
愛
』
の
虚
偽
」
、
前
掲
書
、
二
二

　
　
九
頁
以
下
。

　
（
2
）
9
雲
…
君
重
ω
も
膏
、
O
o
§
§
Φ
完
轟
雨
、
P
貫
申
目
」
．

　
（
3
）
害
＝
ヨ
竃
貝
9
暮
ミ
§
、
Φ
包
ミ
毫
§
ミ
涼
§
§
ぎ
§
、
｛
§
一

　
　
p
一
富
。
［
邦
訳
、
一
七
六
頁
。
］

　
（
4
）
勺
…
号
旦
巳
ω
一
8
．
o
ミ
一
〇
」
o
1

　
（
5
）
左
近
淑
訳
「
ア
リ
ス
テ
ア
ス
の
手
紙
」
、
日
本
聖
書
学
研
究
所

　
　
編
『
聖
書
外
典
偽
典
』
第
三
巻
（
教
文
館
・
一
九
七
五
年
）
、
六
三

　
　
頁
。
な
お
、
訳
文
に
は
若
干
変
更
を
加
え
た
。

　
（
6
）
q
U
…
P
皇
耐
9
ミ
§
“
完
轟
具
P
o
。
心
－

　
（
7
）
　
参
照
、
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
・
ラ
エ
ル
テ
ィ
オ
ス
（
加
来
彰
俊
訳
）

　
　
『
ギ
リ
シ
ア
哲
学
者
列
伝
（
中
）
』
（
岩
波
文
庫
・
一
九
八
九
年
）
、
二

　
　
八
頁
。

　
（
8
）
　
Ω
、
［
o
①
σ
Ω
o
ω
9
o
巴
「
－
σ
『
饅
『
メ
あ
o
o
§
－
婁
く
o
－
」
［
9
o
目
ω
－

　
　
－
凹
一
①
旦
σ
｝
〔
㍗
Z
O
『
＝
コ
］
　
（
O
匝
コ
一
一
〕
ユ
μ
O
胃
o
＼
－
O
＝
O
O
目
一
匡
団
『
く
o
『
旦
O
1

　
　
｝
．
一
宕
轟
）
一
暑
．
二
一
買

　
（
9
）
　
吉
川
幸
次
郎
『
論
語
（
上
）
』
、
二
〇
三
頁
。

　
（
1
0
）
　
伊
藤
「
近
代
日
本
に
お
け
る
『
愛
』
の
虚
偽
」
、
前
掲
書
、
一

　
　
四
一
－
一
四
二
頁
。

　
（
1
1
）
　
前
掲
書
、
一
四
一
頁
。
ち
な
み
に
、
『
論
語
』
述
而
第
七
に

　
　
「
子
は
怪
力
乱
榊
を
語
ら
ず
」
と
あ
り
、
ま
た
先
進
第
十
一
で
孔
子

　
は
「
未
だ
生
を
知
ら
ず
、
焉
ん
ぞ
死
を
知
ら
ん
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
1
2
）
　
勺
…
一
君
巨
ω
一
9
．
o
芦
P
↓
P
『
老
子
』
第
六
十
三
章
に
「
怨

　
み
に
報
ゆ
る
に
徳
を
以
っ
て
す
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
『
論
語
』

憲
問
第
十
四
に
お
い
て
孔
子
は
「
何
を
以
っ
て
か
徳
に
報
い
ん
。
直

　
き
を
以
っ
て
怨
み
に
報
い
、
徳
を
以
っ
て
徳
に
報
ゆ
」
と
主
張
す
る
。

（
1
3
）
　
q
奉
ρ
臼
晶
員
、
↓
ぎ
O
o
巨
雪
刃
三
〇
．
．
一
雲
き
餉
8
ミ
一

　
ω
o
o
（
冨
竃
）
ら
i
l
ω
ε
琴

（
1
4
）
　
Z
1
＝
o
實
9
員
S
§
§
、
■
叶
｛
竃
ぎ
向
き
宗
§
、
§
§
ミ
霜
§
雨
｛
－

§
蔓
轟
（
～
o
亭
膏
胸
＼
ζ
彗
争
〇
三
ζ
二
≧
σ
p
；
戸
よ
㊤
ミ
）
一

　
p
竃
．

（
1
5
）
　
シ
ュ
ペ
ン
デ
ル
は
（
M
）
の
解
釈
に
基
づ
い
て
、
否
定
形
か
ら

　
肯
定
形
は
導
か
れ
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
9
留
彗
ま
ポ
、
g
①

o
o
巨
窒
o
雰
o
q
g
募
家
o
葦
名
『
一
冨
号
、
一
暑
1
，
g
⑦
p
ま
た
、
ト

　
ラ
ッ
プ
は
否
定
形
の
黄
金
律
を
記
号
化
す
る
際
、
（
N
）
と
（
M
）

　
が
同
値
だ
と
誤
解
し
て
い
る
。
q
宛
．
考
．
⇒
毫
p
．
．
竜
邑
訂
津

　
目
「
己
く
o
；
E
艮
F
《
一
U
9
ヨ
冒
o
冨
＝
ω
o
＝
①
＝
＞
晶
E
∋
ω
コ
＝
o
『
o
目
一
ミ
o

　
胴
彗
彗
旨
轟
呂
9
①
～
向
算
婁
目
『
h
9
目
睾
≧
↓
s
冨
巨
毒
昌
匡
與
篶
ω

　
穴
O
目
N
①
〇
一
　
α
①
『
　
向
一
す
－
斤
一
〕
①
胴
H
饒
目
旦
一
」
目
胴
．
．
一
－
自
一
〇
＝
1
勺
o
す
｛
①
q
①
＼
Ω
．

　
竃
晶
o
q
一
〇
（
o
茅
）
一
§
§
§
o
§
竃
眈
s
§
旨
ミ
§
雲
L
（
写
昌
斥
－

　
～
二
與
．
≦
一
望
葦
ζ
ヨ
P
ε
O
蜆
）
一
君
」
曽
申

（
1
6
）
　
ヴ
ィ
ン
マ
i
は
こ
の
点
を
正
確
に
把
握
し
つ
つ
、
「
肯
定
形
と

　
否
定
形
は
等
価
（
同
値
）
で
あ
る
」
と
い
う
シ
ン
ガ
ー
の
主
張
を
否

　
定
す
る
が
、
そ
の
根
拠
は
明
ら
か
で
な
い
。
q
甲
考
ぎ
昌
ε
§
㌣

　
§
；
ミ
嚢
軸
§
轟
ぎ
き
『
肉
き
｛
ぎ
㌧
§
営
員
宍
ミ
寿
§
巨
完
寒
o
§
、
－

　
§
ミ
｛
§
雨
§
注
§
ミ
完
ミ
ざ
s
s
ミ
§
㎞
§
魯
邑
s
雨
（
？
彗
斥
～
ユ
凹
．
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奉
一
ぎ
ミ
奮
ヨ
p
－
竃
o
）
も
o
1
N
雪
戸
ω
竃
｝

四
　
応
報
・
平
等
・
自
律

　
黄
金
律
を
形
式
的
に
類
別
し
よ
う
と
す
る
と
、
我
々
は
ど
う
し

て
も
肯
定
形
と
否
定
形
の
二
元
論
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
に
な
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
独
自
の
視
点
か
ら
伝
統
的
な
黄
金
律
の
定
式
を
三

つ
に
類
型
化
し
分
析
し
た
ド
イ
ツ
の
倫
理
学
者
ラ
イ
ナ
ー
（
＝
■

宛
且
完
『
）
の
仕
事
は
、
大
い
に
注
目
に
値
し
よ
う
。
ま
ず
、
彼

は
三
類
型
が
共
有
す
る
一
般
原
理
か
ら
検
討
す
る
。
「
黄
金
律
と

通
常
呼
ぱ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
定
式
に
共
通
な
原
理
と
は
、
何
よ

　
　
　
　
　
　
ふ
る
ま
い

り
も
、
自
分
の
行
態
（
＜
①
｝
竺
一
彗
）
お
よ
び
そ
れ
に
帰
属
す
る

意
欲
（
ミ
o
＝
8
）
に
関
し
て
決
断
（
あ
る
い
は
単
に
評
価
）
す

　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

る
際
、
自
分
の
も
う
一
つ
の
意
欲
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
意
欲
と
は
、
（
ま
さ
に
決
断
の
対
象
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

な
っ
て
い
る
意
欲
と
は
異
な
っ
て
）
そ
れ
に
つ
い
て
常
に
い
か
な
。

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

る
疑
念
も
存
在
し
な
い
よ
う
な
意
欲
で
あ
る
。
」
し
た
が
っ
て
、

「
目
に
は
目
を
」
の
応
報
原
理
（
＜
O
轟
①
一
巨
晶
名
ユ
昌
号
）
は
、

行
動
の
規
準
を
自
分
の
意
欲
で
は
な
く
、
自
分
に
対
す
る
他
者
の

事
実
上
の
行
態
に
求
め
て
い
る
点
で
、
黄
金
律
と
は
明
確
に
区
別

さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
デ
ィ
ー
レ
は
豊
富
な
ギ
リ
シ
ア
語
史
料
を
駆
使
し
て
、
「
黄
金

律
は
肯
定
的
定
式
化
の
場
合
も
否
定
的
定
式
化
の
場
合
も
、
〈
応

報
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
行
為
（
5
季
…
o
q
）
と
返
報
行
為

（
Ω
o
o
q
g
匡
g
…
①
q
）
と
の
均
衡
に
お
い
て
、
人
間
相
互
関
係
の

道
徳
的
に
善
い
状
態
が
実
現
さ
れ
る
V
と
考
え
る
よ
う
な
思
考
か

ら
、
そ
れ
ゆ
え
応
報
原
理
か
ら
あ
ら
ゆ
る
行
為
の
価
値
尺
度
を
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

き
出
し
う
る
よ
う
な
思
考
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
」
と
い
う
仮
説
を

実
証
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
ヴ
ィ
ン
マ
ー
（
声
ミ
ま
昌
彗
）

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
た
と
え
〈
歴
史
的
に
黄
金
律
は
応
報
思

考
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
か
ら
発
展
し
て
き
た
〉
と
い
う
デ
ィ
ー
レ

の
テ
ー
ぜ
が
正
し
か
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
系
譜
学
か
ら
は
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

な
る
内
容
的
な
親
近
性
も
推
論
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」
両
者

の
相
違
は
、
具
体
例
を
考
え
れ
ば
容
易
に
わ
か
る
。
「
応
報
原
理

に
よ
れ
ば
、
人
に
殴
ら
れ
た
ら
、
殴
り
返
せ
！
　
し
か
し
、
黄
金

律
に
よ
れ
ば
、
人
に
殴
ら
れ
た
ら
、
殴
り
返
す
な
（
あ
な
た
は
人

に
殴
ら
れ
る
こ
と
を
欲
し
な
い
の
だ
か
ら
）
！
　
そ
れ
ゆ
え
、
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

原
理
の
間
に
は
天
地
の
隔
た
り
が
あ
る
。
」

　
他
方
、
平
等
原
理
（
9
9
0
；
①
豪
i
ユ
…
言
）
と
黄
金
律
と
の

関
係
は
微
妙
で
あ
る
。
確
か
に
、
ホ
ッ
ヘ
（
匡
．
と
。
工
o
o
訂
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

主
張
す
る
よ
う
に
、
平
等
原
理
を
「
人
が
あ
な
た
を
扱
う
べ
き
仕
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方
で
、
あ
な
た
は
人
を
扱
う
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
に
理
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

し
、
こ
れ
を
「
あ
な
た
が
人
に
そ
の
よ
う
に
扱
う
て
欲
し
い
と
思

う
仕
方
で
、
あ
な
た
は
人
を
扱
う
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
黄
金
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

に
対
置
す
る
な
ら
ば
、
両
者
の
異
質
性
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
、

問
題
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
ヘ
ル
ス
タ
ー
に
よ
れ
ぱ
、
黄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

金
律
は
「
あ
な
た
が
く
人
は
あ
な
た
を
そ
の
よ
う
に
扱
う
べ
き

　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

だ
V
と
考
え
る
仕
方
で
、
あ
な
た
は
人
を
扱
う
べ
き
で
あ
る
」
と

い
う
原
理
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

こ
れ
は
平
等
原
理
に
包
含
さ
れ
る
と
い
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
両

者
の
関
係
を
厳
密
に
検
討
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
黄
金
律
の
諸
類

型
を
慎
重
に
区
別
し
て
お
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
ラ
イ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
黄
金
律
に
は
意
味
に
お
い
て
異
な
る
三

つ
の
「
存
在
形
式
（
ミ
窃
雪
色
昌
昌
）
」
が
あ
る
。
第
一
の
存
在

形
式
は
「
感
情
移
入
ル
ー
ル
（
里
自
艘
巨
冒
O
q
胃
①
O
q
9
）
」
で
あ
り
、

こ
の
形
式
に
お
け
る
黄
金
律
は
「
他
者
に
対
す
る
行
態
の
基
礎
と

し
て
、
他
者
へ
の
感
情
移
入
を
要
求
す
る
も
の
」
と
し
て
捉
え
ら

（
7
）

れ
る
。
典
型
的
な
例
と
し
て
は
、
「
何
人
も
、
自
分
が
被
り
た
く

な
い
こ
と
を
、
人
に
行
っ
て
は
な
ら
な
い
」
（
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ

ス
書
簡
一
五
七
）
お
よ
び
「
各
人
は
自
分
に
つ
い
て
願
う
良
い
こ

と
を
、
隣
人
に
つ
い
て
も
願
い
、
実
現
す
る
よ
う
に
努
め
る
べ

し
」
（
い
わ
ゆ
る
「
偽
ク
レ
メ
ン
ス
」
の
説
教
㎜
・
四
）
が
挙
げ

ら
れ
る
。
黄
金
律
の
第
二
の
存
在
形
式
は
、
「
自
分
の
行
態
の
基

礎
と
し
て
、
他
者
の
行
態
に
関
す
る
自
分
自
身
の
道
徳
的
評
価
を

要
求
す
る
も
の
」
と
し
て
の
「
自
律
ル
ー
ル
（
＞
旦
昌
o
巨
2
①
・

　
　
　
　
（
8
）

○
目
①
一
）
」
で
あ
る
。
こ
の
存
在
形
式
は
、
例
え
ば
、
「
隣
人
に
お
い

て
憤
り
を
覚
え
る
こ
と
は
、
ど
れ
も
自
分
で
す
る
な
」
（
ピ
ソ
タ

コ
ス
）
あ
る
い
は
「
善
人
を
賞
賛
す
る
だ
け
で
満
足
せ
ず
、
彼
ら

を
模
範
と
せ
よ
」
（
イ
ソ
ク
ラ
テ
ス
「
ニ
コ
ク
レ
ス
」
六
一
）
と

い
っ
た
金
言
に
は
っ
き
り
と
現
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
第
一
の

存
在
形
式
に
お
け
る
意
欲
の
対
象
と
し
て
、
自
分
が
被
る
こ
と

（
胃
一
①
己
彗
）
で
は
な
く
、
自
分
に
対
す
る
他
者
の
行
態
（
＜
①
｝
苧

一
竃
）
を
考
え
る
な
ら
ば
、
第
一
と
第
二
の
存
在
形
式
は
一
つ
に

結
合
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ラ
イ
ナ
ー
は
こ
の
よ
う
に
主
張
し
て
、

両
者
の
結
合
形
を
「
相
互
性
ル
ー
ル
（
O
品
9
ω
①
；
o
q
ぎ
豪
『
①
－

　
　
　
　
　
　
（
9
）

O
q
①
一
）
」
と
名
付
け
る
。
例
え
ぱ
、
福
音
書
の
「
人
に
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
う
こ
と
は
（
何
で
も
）
、
人
に
も
し
な
さ
い
」
は
こ
の

相
互
性
ル
ー
ル
に
分
類
さ
れ
る
。

　
以
上
の
存
在
形
式
は
す
べ
て
道
徳
的
な
要
求
を
表
現
し
て
い
た

が
、
黄
金
律
は
非
遺
徳
的
な
意
味
に
も
、
す
な
わ
ち
「
自
分
が
人

に
さ
れ
た
く
な
い
こ
と
は
、
人
に
す
る
な
。
あ
な
た
も
人
に
そ
う
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さ
れ
な
い
た
め
に
」
あ
る
い
は
「
自
分
が
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と

を
、
人
に
せ
よ
。
あ
な
た
も
人
に
そ
う
し
て
も
ら
う
た
め
に
」
と

い
う
忠
告
と
し
て
も
理
解
で
き
る
。
こ
れ
が
ラ
イ
ナ
ー
の
い
う
第

三
の
存
在
形
式
で
あ
り
、
「
社
会
的
行
態
に
関
す
る
賢
慮
ル
ー
ル

（
穴
巨
的
げ
①
津
彗
①
①
q
9
ら
窪
ω
O
N
一
竺
①
コ
＜
①
｝
巴
8
自
ω
）
」
と
し
て
の

　
　
　
　
（
m
）

黄
金
律
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
仮
言
命
法
的
な
解
釈
は
、
黄

金
律
固
有
の
論
理
を
内
在
的
な
観
点
か
ら
分
析
し
よ
う
と
す
る
際

に
は
、
無
視
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
「
道
徳
的
戒
め
に
対
す
る
こ
の

他
律
的
な
態
度
は
、
黄
金
律
に
特
別
な
親
近
性
を
も
つ
わ
け
で
は

な
い
。
い
か
な
る
適
徳
原
理
・
道
徳
規
範
の
遵
守
も
、
不
適
徳
的

あ
る
い
は
非
道
徳
的
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
に
堕
落
し

（
u
）

う
る
」
か
ら
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
感
情
移
入
ル
ー
ル
お
よ
び
自

律
ル
ー
ル
（
お
よ
び
両
者
の
緒
合
形
と
し
て
の
相
互
性
ル
ー
ル
）

に
つ
い
て
の
み
考
察
す
る
。

　
さ
て
、
前
述
の
平
等
原
理
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る

の
は
、
明
ら
か
に
自
律
ル
ー
ル
と
し
て
の
黄
金
律
で
あ
る
。
こ
の

第
二
の
存
在
形
式
は
我
々
日
本
人
に
と
う
て
は
な
じ
み
が
薄
い
が
、

欧
米
の
議
論
で
は
し
ば
し
ぱ
黄
金
律
の
重
要
な
異
型
の
一
つ
と
見

な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
（
前
四
八
四
頃
－
前
四

二
五
頃
）
の
報
告
に
よ
れ
ぱ
、
マ
イ
ア
ン
ド
リ
オ
ス
が
サ
モ
ス
の

政
権
を
握
っ
た
と
き
（
前
五
二
二
年
）
、
そ
の
就
任
演
説
の
中
で

「
し
か
し
私
は
、
他
人
が
す
れ
ぱ
自
分
が
答
め
る
よ
う
な
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

極
力
し
な
い
つ
も
り
で
い
る
」
と
述
べ
た
と
い
う
。
デ
ィ
ー
レ
は

こ
れ
を
「
完
成
さ
れ
た
定
式
に
お
い
て
黄
金
律
が
現
れ
る
箇
所
の

う
ち
で
、
最
も
初
期
の
、
確
か
な
、
し
か
も
近
似
的
に
時
代
を
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岨
）

定
し
う
る
箇
所
」
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ブ

リ
ュ
リ
ザ
ウ
ア
（
軍
宰
昌
ω
讐
雪
）
は
、
「
こ
の
箇
所
は
黄
金
律

で
は
な
く
、
［
－
…
・
］
平
等
原
理
の
異
型
を
述
べ
て
い
る
［
に
す

　
（
M
）

ぎ
な
い
］
」
と
主
張
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
ラ
イ
ナ
ー
が
塑
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
第
二
の
存
在
形
式
は

「
自
分
の
行
態
の
基
礎
と
し
て
、
他
者
の
行
態
に
関
す
る
自
分
自

身
の
道
徳
的
評
価
を
要
求
す
る
も
の
」
で
あ
り
、
既
に
一
定
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

徳
的
評
価
を
前
提
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
自
律
ル
ー
ル
と
し
て

の
黄
金
律
を
、
ヘ
ル
ス
タ
ー
に
倣
っ
て
、
「
あ
な
た
が
く
人
は
そ

の
よ
う
に
行
為
す
ぺ
き
だ
（
べ
き
で
な
い
）
V
と
考
え
る
仕
方
で
、

あ
な
た
は
行
為
す
べ
き
で
あ
る
（
べ
き
で
な
い
）
」
と
定
式
化
す

る
な
ら
ぱ
、
一
層
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
こ
の
定
式
を
具
体
的
な
事

例
に
適
用
す
る
た
め
に
は
、
あ
ら
が
じ
め
、
「
人
は
そ
の
よ
う
に
行

為
す
べ
き
か
否
か
」
を
知
ら
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
な

る
と
、
自
律
ル
ー
ル
は
黄
金
律
の
最
も
重
要
な
使
命
を
果
た
す
こ
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と
が
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
具
体
的
な
事
例
に
お
い
て
具
体

的
な
義
務
を
認
識
す
る
た
め
の
手
続
き
（
＜
雪
旺
～
彗
）
あ
る
い

　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

は
道
具
（
巨
9
；
冒
①
葦
）
」
を
我
々
に
与
え
て
く
れ
な
い
の
で
あ

る
。
し
た
が
う
て
、
こ
の
意
味
に
お
け
る
自
律
ル
ー
ル
を
黄
金
律

に
含
め
る
こ
と
に
は
、
賛
成
し
が
た
い
。
や
は
り
、
こ
れ
は
平
等

原
理
の
一
種
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
自
律
ル
ー
ル
と
し
て
の
黄
金
律
を
、
あ
く
ま
で
も
「
意
欲

（
峯
O
＝
竃
）
」
と
「
当
為
（
ω
O
＝
8
）
」
を
架
橋
し
、
具
体
的
な
遣

徳
的
評
価
の
手
続
き
を
与
え
て
く
れ
る
原
理
と
し
て
捉
え
る
た
め

に
は
、
別
の
定
式
化
が
必
要
で
あ
る
。
ホ
ッ
ヘ
は
、
前
述
の
ピ
ッ

タ
コ
ス
あ
る
い
は
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
黄
金
律
を
次
の
よ
う
に
再
構
成

し
て
い
る
。
「
も
し
私
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
誰
も
人

を
そ
の
よ
う
に
扱
わ
な
い
こ
と
を
欲
す
る
な
ら
ば
、
私
は
、
そ
の

し
う
な
状
況
に
お
い
て
人
を
そ
の
よ
う
に
扱
っ
て
は
な
ら
な
い
義

　
　
　
（
〃
）

務
を
も
つ
。
」
こ
の
定
式
化
は
、
ヲ
イ
ナ
ー
や
ヘ
ル
ス
タ
ー
の
解

釈
と
は
異
な
っ
て
、
前
件
が
「
義
務
」
や
「
当
為
」
に
関
す
る
概

念
を
含
ん
で
お
ら
ず
、
前
述
の
致
命
的
な
難
点
を
克
服
し
て
い
る
。

し
か
も
、
ホ
ッ
ヘ
に
よ
れ
ば
、
後
件
の
「
義
務
」
の
定
義
次
第
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

は
、
こ
の
意
味
に
お
け
る
黄
金
律
は
分
析
的
に
真
で
あ
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

証
明
で
き
る
の
で
あ
る
。
大
変
興
味
深
い
主
張
で
あ
る
が
、
残
念

な
が
ら
、
詳
細
な
検
討
は
別
の
機
会
に
譲
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　
（
1
）
　
刃
9
自
雪
一
．
．
冒
①
、
Ω
o
己
彗
o
カ
o
o
胃
9
．
．
．
．
一
p
o
o
9

　
（
2
）
U
…
P
§
雨
9
ミ
§
軸
完
雨
零
卜
o
』
o
－

　
（
3
）
…
昌
昌
P
§
ざ
雨
葛
き
之
雨
§
轟
ぎ
き
『
曼
ミ
汁
；
．
旨
㎝
．

　
（
4
）
＞
．
ピ
＝
頁
、
冒
o
O
o
巨
昌
o
寄
o
q
9
．
、
一
N
雨
茅
き
ミ
｝
さ
～
ミ
o
竃
－

　
も
ミ
8
ぎ
き
葛
o
ぎ
轟
冨
（
冨
①
｛
）
も
．
ミ
ー
1

　
（
5
）
q
＝
ー
と
』
o
；
9
、
冒
o
O
o
こ
彗
①
家
o
q
ω
＝
茅
畠
＞
名
呉
－

　
　
ε
9
目
鶉
巴
苛
＝
ζ
o
冨
旨
ユ
目
N
号
ω
、
、
一
N
s
詠
o
ぎ
ミ
さ
『
㌧
ミ
ざ
竃
－

　
　
b
ミ
竃
ぎ
き
；
§
篶
s
的
竃
（
－
雪
o
o
）
一
p
ω
g
一
甲
－
a
＝
ω
彗
胃
一
．
．
冒
o

　
　
Ω
o
己
o
篶
カ
曙
o
＝
＞
コ
巴
苫
①
9
；
『
μ
o
昌
【
竺
品
o
『
一
竃
す
彗
－
ヨ
ー

　
　
潟
冨
巨
く
　
毒
『
峯
彗
g
彗
　
o
；
コ
旦
目
昌
ヨ
、
一
宍
§
㍗
ω
ミ
§
§
；

　
　
（
冨
o
o
o
）
一
〇
．
ω
ミ
ー

　
（
6
）
q
曽
o
o
邑
o
『
一
S
§
§
募
募
§
㎞
曽
ミ
酎
ミ
ミ
さ
ミ
雷
§
｛
－

　
　
曽
匝
蔓
曽
界
o
p
①
o
o
串
．

　
（
7
）
q
雰
一
烏
『
一
〇
〉
o
芦
暑
．
o
o
ミ
『
1

　
（
8
）
q
§
巨
．
一
君
』
。
。
串
1

　
（
9
）
9
§
軋
－
一
君
‘
竃
芦

　
（
1
0
）
　
Ω
、
き
註
．
一
〇
」
8
．

　
（
u
）
　
峯
－
昌
ヨ
雪
一
8
－
9
戸
o
p
N
㊤
ω
－
墨
ト
．

　
（
1
2
）
参
照
、
へ
回
ド
ト
ス
（
松
平
千
秋
訳
）
『
歴
史
（
上
）
』
（
岩
波

　
　
文
庫
・
一
九
七
一
年
）
、
三
七
九
頁
。

　
（
1
3
）
　
Ω
、
巨
三
P
o
P
9
ジ
o
－
塞
．

　
（
1
4
）
　
｝
昌
豪
嘗
』
胃
一
〇
〉
9
戸
P
ω
8
．

　
（
蝸
）
　
q
カ
①
ヨ
2
一
〇
官
9
戸
p
o
o
㊤
．
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（
1
6
）
　
｝
o
9
9
§
．
〔
芦
P
鵠
o
。
．

　
（
1
7
）
　
§
ミ
一
〇
1
ω
昌
．

　
（
1
8
）
　
Ω
、
声
と
一
＝
9
ま
一
嚢
雨
§
§
｝
雨
雨
ぎ
ミ
㌧
§
δ
§
膏
き
「
さ
下

　
　
§
ざ
ミ
ミ
構
－
ぎ
§
ミ
詠
§
－
ミ
9
－
§
之
o
廻
8
ぎ
o
§
曽
ミ
轟
s
ミ
ゆ

　
　
g
§
「
§
s
ユ
6
詩
｝
§
o
§
』
注
§
§
㌧
轟
ミ
§
§
“
膏
§
s
｝
（
勺
【
9
－

　
　
σ
冒
o
q
＼
ζ
目
；
ぎ
『
丙
彗
一
≧
σ
①
『
」
o
竃
）
も
p
農
o
鶉
．

　
　
　
五
　
感
情
移
入
と
相
互
性

　
前
述
の
黄
金
律
の
諸
類
型
の
う
ち
、
感
情
移
入
も
し
く
は
相
互

性
ル
ー
ル
が
最
も
典
型
的
な
存
在
形
式
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

異
論
が
な
い
だ
ろ
う
。
従
来
の
批
判
的
な
議
論
の
多
く
も
こ
れ
に

照
準
を
合
わ
せ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
有
名
な
の
が
カ
ン
ト
に

よ
る
批
判
で
あ
る
。
彼
は
『
道
徳
形
而
上
学
原
論
（
9
…
2
①
－

①
q
…
σ
q
昌
『
…
g
ε
耳
ω
寿
ま
H
o
o
…
彗
）
』
の
脚
注
に
お
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
『
あ
な
た
が
人
に
し
て
欲
し
く
な
い
と

思
う
こ
と
は
、
云
々
」
と
い
う
ト
リ
ヴ
ィ
ア
ル
な
格
言
を
、
規
準

あ
る
い
は
原
理
と
し
て
こ
こ
で
用
い
う
る
、
と
考
え
て
は
な
ら
な

い
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
、
様
々
な
制
限
を
加
え
た
上
で
は
あ

る
が
、
［
人
間
は
目
的
自
体
で
あ
る
と
い
う
］
あ
の
原
理
か
ら
派

生
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
も
の
は
決

し
て
普
遍
的
法
則
と
は
な
り
え
な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ
こ
に
は

自
分
自
身
に
対
す
る
義
務
の
根
拠
も
、
他
人
に
対
す
る
愛
の
義
務

の
根
拠
も
［
…
…
］
、
さ
ら
に
ま
た
、
人
間
が
相
互
に
果
た
す
べ

き
義
務
の
根
拠
も
含
ま
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

犯
罪
者
で
さ
え
、
こ
れ
を
根
拠
に
し
て
、
彼
を
処
罰
し
よ
う
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

る
裁
判
官
に
反
論
す
る
で
あ
ろ
う
、
等
々
。
」

　
カ
ン
、
が
挙
げ
て
い
る
論
点
の
う
ち
、
こ
こ
で
は
最
後
の
点
を

取
り
上
げ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
官
で
さ
え
、
自
分
が
罪
を
犯

し
た
と
き
に
処
罰
さ
れ
た
い
と
は
思
わ
な
い
の
で
、
黄
金
律
に
従

う
限
り
、
被
告
を
処
罰
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
主
張

で
あ
る
。
フ
ル
シ
ュ
カ
（
』
、
琴
毒
o
葦
顯
）
の
詳
細
な
法
思
想
史

的
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ
の
議
論
は
カ
ン
ト
以
前
か
ら
広
く
知
ら
れ

て
お
り
、
既
に
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
も
主
著
「
自
然
法
お
よ
び
万

民
法
に
つ
い
て
（
忌
旨
篶
z
算
冒
完
g
o
彗
↓
一
＝
目
）
』
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

て
こ
れ
に
言
及
し
て
い
る
。
問
題
は
こ
の
反
例
の
射
程
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
倫
理
学
者
ヘ
ア
（
声
；
江
彗
①
）
は
、
伝
統
的
な

批
判
が
人
間
関
係
の
単
純
な
二
元
的
（
巨
算
o
邑
）
把
握
に
依
拠

し
て
い
る
点
を
鋭
く
指
摘
し
た
。
彼
の
見
解
に
よ
れ
ぱ
、
「
黄
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

律
論
法
（
、
σ
q
O
巨
彗
－
；
τ
、
彗
σ
q
目
昌
彗
邑
」
は
、
む
し
ろ
多
元
的

（
ヨ
巨
…
g
雪
巴
）
関
係
を
含
む
よ
う
に
一
般
化
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
裁
判
官
は
自
分
と
犯
罪
者
の
利
害
・
好
悪
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だ
け
で
な
く
、
自
分
の
判
決
に
よ
っ
て
影
響
を
う
け
る
す
べ
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

社
会
構
成
員
の
利
害
・
好
悪
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
量
を
経
れ
ば
、
当
然
、
裁
判
官
は
有
罪

判
決
を
下
す
こ
と
に
な
る
か
ら
、
ヘ
ア
の
見
解
は
直
観
的
に
妥
当

な
解
決
方
向
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
る
。
た
だ
、
黄
金
律
の
論

理
を
こ
の
方
向
に
さ
ら
に
展
開
し
、
「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
」

を
目
指
す
功
利
主
義
の
立
場
に
接
近
す
る
な
ら
ば
、
利
害
・
好

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

悪
・
選
好
等
の
測
定
お
よ
ぴ
個
人
問
比
較
土
い
う
例
の
厄
介
な
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

題
に
直
面
せ
ざ
る
を
え
な
い
、
と
い
う
点
に
は
留
意
し
て
お
く
必

要
が
あ
ろ
う
。

　
感
情
移
入
・
相
互
性
ル
ー
ル
が
は
ら
む
第
二
の
問
題
点
は
、
イ

ギ
リ
ス
の
作
家
バ
ー
ナ
ー
ド
H
シ
ョ
i
（
甲
ω
冨
ξ
）
の
有
名
な

「
革
命
家
の
た
め
の
格
率
」
の
一
つ
、
「
自
分
が
人
に
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
う
こ
と
を
、
人
に
し
て
は
い
け
な
い
。
人
の
好
み
は
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

じ
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
」
に
お
い
て
言
い
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

前
述
の
裁
判
官
と
犯
罪
者
は
、
罪
を
犯
し
た
と
き
に
さ
え
、
処
罰

さ
れ
た
く
な
い
と
い
う
選
好
を
共
有
し
て
い
た
。
し
か
し
、
人
の

好
み
は
十
人
十
色
、
趣
味
は
し
ば
し
ば
異
な
る
。
ヘ
ア
な
ど
が
よ

く
用
い
る
例
だ
が
、
熱
烈
な
ジ
ャ
ズ
・
ト
ラ
ン
ペ
ヅ
ト
奏
者
と
熟

狂
的
な
ク
ラ
シ
ソ
ク
音
楽
愛
好
家
が
互
い
に
隣
室
に
住
ん
で
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
選
好
に
伝
統
的
な
黄
金
律
を
適
用
し
た
場
合

を
考
え
て
み
れ
ば
、
シ
目
1
の
趣
旨
は
明
ら
か
に
な
ろ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
「
蓼
食
う
虫
も
好
き
ず
き
」
と
い
う
事
実
を

考
慮
し
た
上
で
、
な
お
か
つ
隣
人
愛
の
錠
を
実
践
し
よ
う
と
す
れ

ぱ
、
シ
ョ
ー
の
消
極
的
な
格
率
で
は
な
く
、
む
し
ろ
シ
ン
ガ
ー
の

い
う
黄
金
律
の
「
逆
転
形
（
－
…
①
邑
昌
）
」
を
、
す
な
わ
ち
「
人

が
あ
な
た
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
こ
と
を
、
人
に
し
な

（
6
）

さ
い
」
と
い
う
格
率
を
採
用
す
べ
き
だ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ

の
逆
転
形
を
前
述
の
肯
定
形
（
P
）
と
対
比
す
る
た
め
に
、
再
び

記
号
を
用
い
て
定
式
化
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
（
1
）
　
　
ミ
（
〆
句
■
）
↓
O
（
ρ
勺
宍
）

シ
ン
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
の
定
式
の
不
条
理
さ
は
、
人
が
あ
な
た

に
全
財
産
を
譲
っ
て
欲
し
い
、
あ
る
い
は
自
分
の
奴
隷
に
な
っ
て

欲
し
い
と
望
ん
だ
場
合
に
、
直
ち
に
明
白
に
な
る
。
逆
転
形
は

「
完
全
な
、
あ
る
い
は
絶
対
的
な
利
他
主
義
」
を
要
求
す
る
に
等

　
　
　
　
　
（
7
）

し
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
ホ
ッ
ヘ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
現

時
点
の
願
望
が
そ
の
人
の
長
期
的
な
利
害
と
一
致
す
る
と
は
限
ら

な
い
し
、
そ
も
そ
も
他
者
の
現
在
の
意
欲
を
知
る
こ
と
自
体
、
し

ば
し
ば
非
常
に
困
難
で
あ
り
、
と
き
に
は
原
理
的
に
不
可
能
で

（
畠
）

あ
る
。
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選
好
の
多
様
性
を
考
慮
し
つ
つ
、
黄
金
律
に
内
在
す
る
理
念
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
他
者
の
事
実
上
の
願
望
に
従
う
の
で
は
な

　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

く
、
む
し
ろ
自
分
が
そ
の
人
と
同
じ
選
好
を
も
ち
、
同
じ
事
情
の

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

も
と
に
い
る
と
想
定
し
て
、
黄
金
律
に
基
づ
く
思
考
実
験
を
行
わ

　
　
　
　
（
9
）

ね
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
前
述
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
は
、
自

分
が
隣
室
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
愛
好
家
と
同
じ
立
場
に
あ
り
、
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

人
と
同
じ
趣
味
を
も
っ
て
い
る
状
況
を
想
像
し
て
、
現
在
の
自
分

が
何
を
欲
す
る
か
を
熟
考
す
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

隣
人
の
在
室
中
は
ジ
ャ
ズ
を
演
奏
す
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
一
応

、

の
（
肩
ぎ
印
8
o
色
結
論
に
達
す
る
だ
ろ
う
。
感
情
移
入
・
相

互
性
ル
ー
ル
と
し
て
の
黄
金
律
の
趣
旨
は
、
こ
の
解
釈
に
よ
っ
て

最
も
適
切
に
理
解
さ
れ
る
。
そ
の
論
理
構
造
を
単
純
な
論
理
式
で

表
現
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
肯
定
形
（
P
）
お
よ
び
逆
転
形

（
1
）
と
比
較
す
る
た
め
に
、
あ
え
て
記
号
化
し
て
お
こ
う

　
（
G
）
　
　
峯
＃
（
p
句
x
）
↓
○
＃
（
9
司
x
）

た
だ
し
、
「
ミ
、
（
①
ら
X
）
」
は
「
私
は
、
も
し
自
分
が
人
X
と
同

じ
立
場
に
い
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
x
に
事
態
F
が
生
じ
る
こ
と
を

欲
す
る
」
を
、
ま
た
「
O
＋
（
①
㍉
■
）
」
は
「
私
は
x
に
F
が
生
じ

る
よ
う
に
配
慮
す
べ
き
一
応
の
義
務
を
も
つ
」
を
表
す
。

　
単
に
「
自
分
が
人
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
患
う
こ
と
」
を
人
に

す
る
べ
き
な
ら
ば
、
例
え
ば
、
盲
人
は
交
差
点
で
晴
眼
者
の
手
を

引
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
（
G
）
は
晴
眼
者
に
だ

け
盲
人
を
助
け
る
義
務
を
課
す
の
で
、
こ
の
種
の
不
条
理
を
免
れ

て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
自
律
ル
ー
ル
と
し
て

の
黄
金
律
を
、
前
述
の
ホ
ッ
ヘ
の
解
釈
に
部
分
的
に
従
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

「
も
し
私
が
X
の
立
場
に
い
る
と
仮
定
し
た
と
き
、
〈
人
が
X
に
対

し
て
F
を
引
き
起
こ
す
こ
と
〉
を
欲
す
る
な
ら
ぱ
、
私
は
x
に
F

が
生
じ
る
よ
う
に
配
慮
す
る
べ
．
き
一
応
の
義
務
を
持
つ
」
と
再
定

式
化
す
る
な
ら
ぱ
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
（
G
）
に
よ
っ
て
含
意
さ

れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
（
G
）
は
、
ま
さ
に
ラ
イ
ナ
ー
の
主
張
す
る

意
味
に
お
い
て
、
感
情
移
入
ル
ー
ル
と
自
律
ル
ー
ル
を
相
互
性
ル

ー
ル
と
し
て
統
合
し
て
い
る
と
言
え
よ
ダ
。

　
も
っ
と
も
、
（
G
）
は
、
黄
金
律
の
深
層
の
論
理
に
か
な
っ
た

最
も
有
望
な
再
構
成
で
は
あ
る
が
、
依
然
と
し
て
議
論
の
余
地
は

残
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
第
一
に
、
伝
統
的
な
黄
金
律
の
定
式
と
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
（
1
0
〕

様
に
、
（
G
）
も
ま
た
意
欲
や
選
好
の
質
を
問
わ
な
い
。
思
考
実

験
に
お
い
て
、
我
々
は
相
手
と
同
じ
好
悪
・
利
害
を
も
っ
て
、
相

手
の
立
場
に
い
る
と
想
像
す
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
前
述
の
よ

う
に
、
相
手
が
全
財
産
を
譲
っ
て
欲
し
い
、
あ
る
い
は
奴
隷
に
な

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
利
己
的
な
強
い
選
好
を
も
っ
て
い
た
場
合
、
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ど
う
す
れ
ぱ
よ
い
の
か
。
ま
た
、
倒
錯
的
な
趣
味
を
も
っ
て
い
る

場
合
は
ど
う
か
。
も
し
（
G
）
が
こ
う
し
た
願
望
の
充
足
を
も
要

求
す
る
と
す
れ
ば
、
シ
ン
ガ
ー
が
言
う
よ
う
に
、
逆
転
形
（
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
u
）

と
の
相
違
は
一
体
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
こ
の
よ
う
な
批
判
に
対
し

て
、
相
手
の
刹
那
的
な
「
願
望
」
と
熟
慮
さ
れ
た
長
期
的
な
「
利

害
」
と
を
区
別
し
、
後
者
に
の
み
黄
金
律
を
適
用
す
る
べ
き
だ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
螂
）

と
主
張
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
有
効
な
反
論
と
は
言
い
が
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

ヘ
ア
が
か
つ
て
詳
細
に
論
じ
た
よ
う
に
、
相
手
が
そ
も
そ
も
自
他

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

の
利
害
を
超
え
て
、
一
定
の
「
理
想
」
を
心
の
底
か
ら
信
奉
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

い
る
場
合
、
例
え
ば
、
狂
信
的
な
S
S
将
校
の
よ
う
に
、
ナ
チ
ス

の
「
血
の
神
話
」
の
た
め
な
ら
ば
、
自
ら
も
こ
れ
に
殉
じ
る
覚
悟

　
　
　
（
蝸
）

が
あ
る
場
合
、
（
G
）
は
こ
の
選
好
を
尊
重
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

確
か
に
、
（
G
）
を
多
元
的
な
関
係
に
適
用
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
等

の
選
好
も
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
、
ナ
チ
ス
に
よ
る

「
最
終
的
解
決
」
は
正
当
化
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の

結
論
に
至
る
推
論
は
、
純
粋
な
狂
信
者
は
め
っ
た
に
い
な
い
と
い

う
「
好
運
な
偶
然
の
事
実
」
に
依
存
し
て
い
る
。

　
第
二
の
問
題
点
は
、
我
々
の
想
像
力
そ
の
も
の
に
関
わ
る
。

（
G
）
が
要
求
す
る
の
は
、
相
手
が
そ
の
状
況
に
お
い
て
何
を
欲

し
て
い
る
か
を
想
像
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
、
自
分
が
自
分

の
選
好
を
も
っ
た
ま
ま
相
手
と
同
じ
状
況
に
い
た
な
ら
ば
、
何
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

欲
す
る
か
を
想
像
す
る
こ
と
で
も
な
い
。
我
々
は
、
相
手
と
同
じ

、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

選
好
を
も
ち
、
同
じ
事
情
の
も
と
に
い
る
自
分
を
想
像
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
想
像
上
の
立
場
交
換
は

果
し
て
ど
こ
ま
で
可
能
だ
ろ
う
か
。
テ
イ
ラ
ー
（
O
・
O
・
ミ
・

↓
ξ
5
H
）
の
言
う
よ
う
に
、
も
し
そ
れ
が
自
分
で
あ
り
つ
つ

（
ヲ
肩
o
肩
ζ
君
易
o
量
）
同
時
に
別
の
人
格
に
な
れ
と
い
う
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
M
）

求
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
実
現
は
論
理
的
に
不
可
能
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
な
批
判
に
対
し
て
、
ヘ
ア
は
道
徳
の
頒
域
に
お
け
る

「
直
観
的
思
考
」
と
「
批
判
的
思
考
」
を
区
別
し
た
上
で
、
後
者

に
お
い
て
は
「
普
遍
的
性
質
（
冒
～
實
邑
肩
o
君
；
窪
）
に
関

し
て
全
く
そ
っ
く
り
（
異
碧
ξ
ω
巨
昌
彗
）
で
、
た
だ
各
個
体

［
す
な
わ
ち
、
自
分
と
相
手
］
の
演
じ
る
役
割
だ
け
が
異
な
る
よ

　
　
　
　
　
（
蝸
）

う
な
仮
想
的
事
例
」
を
検
討
す
れ
ば
よ
い
と
反
論
す
る
。
し
か
し
、

ヴ
ェ
ン
ド
ラ
ー
（
N
一
＜
彗
皇
弩
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ヘ
ア
の

表
現
は
不
正
確
で
あ
る
。
厳
密
に
言
え
ば
、
「
そ
れ
は
同
一
の
状

況
で
あ
り
、
各
個
体
も
同
一
で
あ
る
。
唯
一
の
違
い
は
、
ど
ち
ら

の
個
体
が
私
か
と
い
う
点
だ
け
で
あ
る
。
自
分
が
彼
で
あ
る
と
想

像
す
る
際
、
私
は
同
一
の
状
況
を
異
な
っ
た
視
角
（
葛
易
君
o
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
帖
）

巨
亮
）
か
ら
想
像
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
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、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、

超
越
論
的
な
「
私
」
が
相
手
の
立
場
に
い
る
と
想
像
す
る
こ
と
は
、

確
か
に
論
理
的
に
は
可
能
で
あ
る
が
、
神
で
も
大
天
使
（
彗
争
－

彗
o
q
①
一
）
で
も
な
い
我
々
に
と
っ
て
は
、
過
酷
な
要
求
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
黄
金
律
の
原
理
的
な
限
界
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た

い
。
（
G
）
は
、
想
像
上
の
立
場
交
換
に
お
い
て
、
相
手
の
立
場

に
私
的
に
沈
潜
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
し
か
し
、
ヴ
ィ
ン
マ
ー

の
主
張
す
る
よ
う
に
、
「
想
像
力
は
、
道
徳
的
評
価
の
対
象
が
も

は
や
生
命
体
や
人
に
密
接
に
関
係
す
る
好
悪
・
願
望
等
で
は
な
く
、

人
よ
り
も
集
団
・
制
度
に
関
わ
る
利
害
が
そ
の
対
象
と
な
る
場
合
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

全
く
役
に
立
た
な
い
［
…
…
］
。
」
例
え
ぱ
、
私
が
近
道
す
る
た
め

に
、
こ
っ
そ
り
と
公
園
の
芝
生
を
横
断
し
た
と
し
て
も
、
損
傷
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

微
々
た
る
も
の
で
あ
り
、
特
定
の
人
に
対
し
て
何
ら
害
悪
を
加
え

な
い
の
で
、
（
G
）
は
適
用
で
き
な
い
。
こ
の
種
の
行
為
を
禁
止

す
る
た
め
に
は
、
む
し
ろ
、
す
べ
て
の
人
が
そ
の
よ
う
に
行
動
し

た
場
合
の
結
果
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、

「
も
し
皆
が
そ
う
し
た
な
ら
ば
、
ひ
ど
い
結
果
に
な
る
だ
ろ
う
。

だ
か
ら
、
誰
も
そ
う
す
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
論
法
は
、
シ

ン
ガ
ー
の
い
わ
ゆ
る
「
一
般
化
論
法
（
O
q
彗
①
轟
＝
§
＝
昌
彗
①
q
＝
－

　
（
1
8
）

冒
⑦
葦
）
」
で
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
黄
金
律
と
は
異
質
の
論
理
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
種
の
事
例
は
（
G
）
の
射

程
外
に
あ
る
と
認
め
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
（
1
）
　
－
穴
彗
戸
o
ミ
曽
き
轟
§
的
～
ミ
き
§
慧
壱
き
き
『
ω
ミ
§

　
　
（
＞
訂
急
邑
o
－
＞
豪
団
q
き
o
望
．
杜
二
〇
＝
）
一
戸
お
o
．
［
篠
田
英
雄
訳

　
　
『
適
徳
形
而
上
学
原
論
』
（
岩
波
文
庫
・
一
九
七
六
年
）
、
一
〇
五
－

　
　
一
〇
六
頁
。
た
だ
し
、
本
文
中
の
引
用
は
邦
訳
と
は
異
な
る
。
］

　
（
2
）
q
＝
；
竃
奏
戸
、
、
冒
o
穴
昌
ぎ
q
雪
N
く
昌
O
o
巨
而
完
『

　
　
内
①
o
q
9
冒
目
匝
勺
ユ
自
吐
o
φ
o
『
く
Φ
『
與
＝
o
目
①
昌
9
冒
o
『
目
目
胴
．
．
一
p
o
｛
旧
．

　
（
3
）
　
甲
ζ
．
匡
與
H
P
き
雨
、
o
§
昌
s
包
完
§
旨
曽
（
O
宍
H
o
『
匝
一
〇
宍
8
『
α

　
　
p
勺
、
二
〇
3
）
一
p
＝
①
．
［
山
内
友
三
郎
訳
『
自
由
と
理
性
』
（
理
想

　
　
社
・
一
九
八
二
年
）
、
一
七
一
頁
。
た
だ
し
、
本
文
中
の
引
用
は
邦

　
　
訳
と
は
異
な
る
。
］
な
お
、
ヘ
ア
は
「
指
令
性
と
普
遍
化
可
能
性
に

　
　
基
づ
く
論
法
」
を
「
黄
金
律
論
法
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
厳
密
に
言

　
　
え
ば
、
こ
れ
は
伝
統
的
な
黄
金
律
の
定
式
と
は
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら

　
　
な
い
。
9
，
o
．
．
．
．
》
句
『
①
－
す
o
篶
巨
目
旦
く
o
『
目
＝
昌
津
《
σ
o
マ
目
ヨ
コ
o
『
叫
＝
■

　
　
ω
呈
昌
＞
お
o
目
彗
巨
彗
彗
－
刃
Φ
旦
寿
彗
－
↓
H
葛
o
．
．
二
三
句
o
巨
o
q
o
＼

　
　
ζ
晶
σ
〇
一
①
（
＆
印
）
一
N
ミ
§
§
o
§
豪
ミ
§
b
§
沖
§
ω
p
ド
℃
や

　
　
ω
ぎ
h
．

　
（
4
）
　
q
＝
彗
P
9
■
o
芦
暑
L
－
o
P
［
邦
訳
、
一
七
六
頁
以
下
］
一

　
　
巨
p
き
§
－
§
ぎ
§
曽
的
h
ミ
吻
卜
§
雨
－
句
き
き
o
，
s
s
乱
き
｛
ミ

　
　
（
O
ζ
o
『
㌣
O
｝
o
a
C
．
ア
冨
o
。
－
）
一
署
。
＝
一
R
［
内
井
惣
七
・
山

　
　
内
友
三
郎
監
訳
『
道
徳
的
に
考
え
る
こ
と
　
レ
ベ
ル
・
方
法
・
要

　
　
点
』
（
勤
草
書
房
・
一
九
九
四
年
）
、
一
七
五
頁
以
下
。
］

　
（
5
）
ロ
ー
ω
訂
ヌ
．
．
ζ
姜
；
餉
『
o
『
雰
き
巨
一
〇
三
眈
房
．
．
二
『
§
s

　
　
§
巨
吻
§
軸
§
一
§
（
「
O
目
O
O
目
，
O
目
的
巨
目
団
O
O
房
し
違
9
～
9
0
目
σ
－
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＝
争
而
」
－
㊤
8
）
ら
．
爵
－
．

（
6
）
2
長
員
．
．
↓
思
O
o
5
彗
刃
巨
o
．
，
も
．
8
ト

（
7
）
9
§
ト
P
畠
①
．
も
っ
と
も
、
前
述
の
多
元
的
関
係
を
こ
こ

　
で
も
考
慮
す
れ
ぱ
、
一
人
の
願
望
に
無
条
件
に
服
従
す
る
こ
と
に
は

　
な
ら
な
い
。

（
8
）
q
＝
o
o
訂
一
、
冒
而
O
o
巨
彗
①
零
o
q
9
、
ら
．
ω
睾

（
9
）
　
9
＝
胃
P
き
＆
o
§
§
、
完
§
ω
§
一
〇
、
＝
ω
［
邦
訳
、
一
六

　
六
頁
］
ぺ
ε
き
§
－
§
ぎ
ぎ
曽
卵
p
漫
［
邦
訳
、
一
四
一
頁
以
下
］
一

　
｝
畠
冨
↓
彗
一
s
§
§
ユ
｝
註
眈
o
ぎ
尊
討
寒
ミ
s
巨
さ
§
－
清
軸
§
雨
ぎ
雨
§
ミ
恥

　
o
p
さ
二
＝
o
o
ま
一
§
o
芦
o
1
ω
2
一
胃
o
＝
ω
彗
員
．
．
冒
o
o
o
〒

　
α
而
コ
而
カ
①
o
q
〇
一
．
．
一
p
ω
竈
．

（
1
0
）
q
書
目
昌
P
§
ぎ
葛
§
ぎ
蔓
ミ
的
ぎ
包
ミ
向
ミ
押
P
曽
f

　
宰
口
＝
竃
篶
『
一
〇
㌻
o
芦
o
p
ω
ω
o
o
［

（
1
1
）
　
q
2
畠
貨
8
』
芦
P
ω
曇

（
1
2
）
　
q
＝
o
o
ま
一
S
．
o
芦
o
．
ω
竃
‘

（
1
3
）
　
Ω
、
＝
彗
P
ぎ
ミ
o
§
自
ミ
』
完
§
㎞
o
§
o
P
冨
o
R
［
邦
訳
、

　
二
二
七
以
下
頁
］
。
な
お
、
ヘ
ア
の
最
近
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
純
粋

　
な
狂
信
者
で
さ
え
、
彼
の
理
論
に
は
難
点
を
も
た
ら
さ
な
い
と
い
う
。

　
q
』
ε
き
§
－
§
ぎ
ぎ
轟
一
暑
■
ミ
①
R
［
邦
訳
、
二
六
三
頁
以

　
下
。
］

（
1
4
）
　
q
ρ
O
．
ミ
ー
↓
団
＜
－
o
『
一
．
．
O
ユ
＝
o
竺
Z
o
＝
o
耐
一
ぎ
耐
～
o
§
篶
s
巨

　
完
§
｝
§
．
．
一
§
ぎ
巨
ミ
（
お
雷
）
一
毫
．
墨
①
R

（
1
5
）
　
＝
胃
9
き
§
－
§
ぎ
ミ
轟
一
P
筆
［
邦
訳
、
九
四
頁
。
た
だ

　
し
、
本
文
中
の
引
用
は
邦
訳
と
は
異
な
る
。
］

（
1
6
）
　
ド
く
①
箏
匝
－
o
『
一
．
．
O
巨
與
目
o
日
川
目
o
日
市
－
胆
o
o
m
～
．
．
一
－
目
…
P
ω
o
団
目
o
『
＼
Z
．

　
　
句
o
ゴ
昌
（
＆
巴
一
き
ミ
§
乱
o
ミ
δ
2
身
竃
着
§
き
§
－
↓
ミ
ミ
ー

　
　
ぎ
曽
的
（
O
x
δ
『
旦
一
〇
■
H
o
『
巨
⊂
．
、
．
二
㊤
o
o
o
o
）
一
〇
．
ミ
P

　
（
1
7
）
　
考
－
昌
昌
宰
一
8
－
o
ぎ
o
』
o
o
ω
．

　
（
1
8
）
　
≦
O
．
ω
ま
o
q
員
O
§
雨
§
寿
s
、
｛
§
ぎ
嚢
ミ
8
一
』
s
向
竃
§
｛
s

　
　
き
雨
卜
o
週
o
ミ
嚢
ぎ
o
仰
ミ
§
－
ぎ
完
邑
ぎ
§
爵
g
8
ω
着
雷
§
県

　
　
き
§
－
　
§
§
㎞
S
ミ
（
Z
o
冬
　
く
畠
ざ
　
＞
暮
彗
彗
員
　
；
o
雪
一

　
　
｝
お
昌
）
も
ー
ム
ー

　
　
　
六
　
結
び
に
代
え
て

　
本
稿
に
お
い
て
、
我
々
は
黄
金
律
の
歴
史
的
起
源
と
論
理
構
造

に
つ
い
て
駆
け
足
で
見
て
き
た
。
紙
幅
の
関
係
も
あ
っ
て
、
議
論

の
単
な
る
ス
ケ
ッ
チ
や
舌
足
ら
ず
な
祖
述
に
終
わ
っ
た
点
も
多
か

っ
た
と
思
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
「
自
然
法
」
原
理
に
は
、

世
界
各
地
の
民
衆
の
中
で
育
ま
れ
た
対
人
倫
理
の
精
髄
が
結
晶
し

て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
こ
に
は
依
然
と
し
て
（
例
え
ぱ
、
ヘ
ア

や
ホ
ッ
ヘ
が
指
摘
す
る
よ
う
な
）
生
産
的
な
論
理
展
開
の
可
能
性

が
秘
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
不
十
分
な
が
ら
も
示
せ
た
と
す
れ

ば
、
本
稿
の
所
期
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
た
と
考
え
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
南
学
院
大
学
助
教
授
）
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